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は
じ
め
に

　

艶
本
の
特
質
の
一
つ
に
、
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
の
当
り
や
流
行
を
即
座
に
取
り
込
ん
で

い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
読
切
好
色

居い

続が

越ご
え

乗の
り
づ
め詰
合か
っ
ぱ肌
』（
自
他
楽
斎
徐
来

序
、安
永
六
年［
一
七
七
七
］
刊
）
は
、安
永
五
年（
一
七
七
六
）大
坂
中
の
芝
居
初
演
「
伊

賀
越
乗
掛
合
羽
」
を
艶
本
化
し
た
も
の
で
、
挿
絵
や
目
録
な
ど
を
絵
尽
に
擬
し
た
趣
向

を
と
っ
て
い
る（
１
）。
ま
た
、『
五ご

大だ
い

力り
き

恋こ
い

之の

柵し
が
ら
み』（
二
代
烏
亭
焉
馬
作
・
歌
川
国
貞
画
、
文

政
九
年［
一
八
二
六
］
刊
）
は
、
文
政
八
年（
一
八
二
五
）
六
月
に
江
戸
河
原
崎
座
で
上

演
さ
れ
た「
五
大
力
恋
緘
」
と
同
年
九
月
に
江
戸
中
村
座
で
上
演
さ
れ
た
「
盟
三
五
大
切
」

の
評
判
を
う
け
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る（
２
）。
挿
絵
の
人
物
の
顔
に
は
、
市
川
団
十
郎
や

岩
井
紫
若
、
松
本
幸
四
郎
な
ど
の
役
者
の
似
顔
を
用
い
て
い
る
。

　

数
あ
る
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
の
内
、
最
も
艶
本
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
「
仮

名
手
本
忠
臣
蔵
」
で
あ
る
。
特
に
、
本
稿
で
は
一
作
品
を
通
じ
て
忠
臣
蔵
を
題
材
と
し

て
い
る
も
の
を
「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本
と
す
る
。
忠
臣
蔵
関
連
の
艶
本
に
つ
い
て
は
、

林
美
一
氏
に
よ
っ
て
八
作
品
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が（
３
）、
筆
者
の
調
査
に
よ
り
、
こ
れ
を

増
補
し
て
二
十
作
品
を
確
認
し
た
（
表
参
照
）。
こ
れ
ら
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
「
忠

要旨
　本論文では、『仮名手本忠臣蔵』を題材とした寛延 3 年（1750）から幕末
までの「忠臣蔵もの」の艶本 11 作品を挙げ、「忠臣蔵」で定点観測をする
ことで艶本の模倣性や表現の多様性について例証する。その中でも、歌川
国貞画『仮

か な で ほ ん や こ う の た ま

名手本夜光玉』、歌川国芳画『口
ち ゅ う し ん ぐ ら こ う へ ん

吸心久莖後編』を中心に考察
を行う。この 2 作品は見立の手法を用いることで表現の幅を飛躍的に広げ
た。ここで用いられた手法は浮世絵の手法でもあり、浮世絵と艶本は一人
の浮世絵師の活動として連動していたことを明らかにする。

abstract
	 In this paper I will discuss  eleven erotic books (Shunpon), that were 
published from 1750 through the end of the Edo period, all based on the 
Kanadehon Chushingura. Focusing on the popular theatrical play I will 
highlight the imitative character and the diversity of the ways the Chushingura 
was represented in the erotic books. I am going to examine in detail the 
Kanadehon yako no tama by Utagawa Kunisada and the Chushingura kohen 
by Utagawa Kuniyoshi. Taking advantage of the mitate concept, both works 
had significantly expanded the possibilities of depicting the Chushingura in 
erotic books. Since the mitate was often applied to Ukiyo-e prints, I argue that 
Shunpon and Ukiyo-e compositions are closely related to each other within the 
creative activities of the Ukiyo-e artists.
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臣
蔵
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
作
品
、
及
び
諸
目
録
か
ら
書
名
や
そ
の
書
込
に
よ
っ
て
そ

れ
と
判
断
で
き
る
も
の
、
さ
ら
に
管
見
の
範
囲
に
お
い
て
、
原
本
・
写
真
版
に
よ
り
該

当
す
る
と
判
断
で
き
る
作
品
を
選
出
し
た
。
な
お
現
状
で
は
、
艶
本
を
閲
覧
で
き
る
研

究
機
関
は
限
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
作
品
は
そ
の
所
蔵
先
さ
え
不
明
で
あ
る
。
二
十
作

品
の
内
、
今
回
そ
の
内
容
を
確
認
出
来
た
も
の
は
約
半
分
の
十
一
作
品
に
留
ま
る
。

　

た
だ
し
、
本
調
査
の
範
囲
に
お
い
て
も
、
作
品
は
寛
延
三
年（
一
七
五
〇
）の
も
の
か
ら

幕
末
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、「
忠
臣
蔵
も
の
」の
艶
本
の
江
戸
期
を
通
じ
た
俯
瞰
図
を
描

く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
通
時
的
な
俯
瞰
図
を
描
い
た
時
に
、「
忠
臣
蔵
も
の
」

の
艶
本
が
様
々
な
他
分
野
の
表
現
媒
体
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
「
忠
臣
蔵
」
が
浮
世
絵
や
戯
作
な
ど
の
様
々
な
分
野
の
表
現
媒
体
へ
展
開
し
て
い
っ
た

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
先
学
が
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
艶
本
に
着
目
し
た
研

究
は
先
に
述
べ
た
林
美
一
氏
の
論
考
が
あ
る
の
み
で
あ
る（
４
）。
た
だ
し
、
林
氏
の
論
は
艶

本
が
ど
の
よ
う
に「
忠
臣
蔵
」を
取
り
込
ん
で
い
る
の
か
に
重
点
を
置
い
た
考
察
で
あ
り
、

他
分
野
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
特
に
歌

舞
伎
、
黄
表
紙
、
浮
世
絵
と
艶
本
表
現
と
の
関
連
性
に
着
目
し
な
が
ら
、「
忠
臣
蔵
も
の
」

の
艶
本
の
特
質
を
考
察
し
、
さ
ら
に
は
艶
本
と
い
う
表
現
媒
体
が
他
の
江
戸
文
化
と
有

機
的
に
繋
が
り
な
が
ら
、
多
様
な
表
現
を
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　
１　
歌
舞
伎
か
ら
の
影
響　

    

　
『
結む
す
ぶの
神か
み

仮か

な名
手で
ほ
ん本
執し
ゅ
う

心し
ん

蔵ぐ
ら

』〔
表
№
1
〕は
、
管
見
の
範
囲
に
お
い
て
忠
臣
蔵
を
題
材

と
し
た
最
初
の
艶
本
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
本
書
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
り
、『
ウ
キ
ヨ

エ
内
史
』

（
５
）に

四
図
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、全
容
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
四
図
か
ら
あ
る
程
度
の
内
容
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

本
書
の
刊
年
に
関
し
て
は
、
渋
井
清
氏
『
好
色
浮
世
絵
版
画
目
録　

第
一
回
増
補
訂

正
』

（
６
）

に
、「
寛
延
三
歳
午
正
月
吉
日
」
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
久
鬼
文
庫
の
蔵
品
目

録
『
艶
美
集
』
に
も
寛
延
三
年
と
あ
る
が（
７
）、
い
ず
れ
も
刊
年
の
典
拠
と
な
る
書
誌
情
報

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。た
だ
し
、『
ウ
キ
ヨ
エ
内
史
』に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
を
見
る
と
、

十
段
目
を
描
い
た
場
面
の
画
中
に
「
寛
延
［
カ
ス
レ
不
明
］
歳
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
中
巻
題
簽
の
一
部
に
「
午
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
庚
午
の
寛
延
三
年
と
考
え
ら
れ
、

右
記
目
録
の
傍
証
と
な
る〔
図
1
〕。

　

寛
延
三
年
の
前
年
に
は
、
江
戸
三
座
で
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
が
初
演
さ
れ
て
い
る
。

『
ウ
キ
ヨ
エ
内
史
』に
は
中
、
下
巻
の
表
紙
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

題
簽
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

中
巻
題
簽
「（
釘
抜
紋
）
早
野
勘
平
は
中
村
狐
」

下
巻
題
簽
「（
三
升
紋
）
天
川
屋
儀
平
は
市
川
狐
」

（
８
）

釘
抜
紋
の
中
村
狐
は
二
代
中
村
七
三
郎
を
、
三
升
紋
の
市
川
狐
は
二
代
市
川
団
十
郎
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
討
ち
入
り
の
図
で
は
、「
大
岸
ゆ
ら
の
介
」
と
書
か
れ
た
人
物
の
着
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図 1　『結の神仮名手本執心蔵』中巻表紙
（『ウキヨエ内史』第二輯所収）
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「
忠
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艶
本

№

書
名

版
型

冊
数

作
者

絵
師

刊
年

所
蔵
・
典
拠

備
考

1

結
の
神
仮
名
手
本
執
心
蔵

横
本

3

奥
村
政
信

寛
延
三
年

渋
井
清
『
ウ
キ
ヨ
エ
内
史
』
第
二
輯
、
林
美
一
「
秘
版
鑑
賞
艶
色
仇

枕
忠
臣
蔵
」（「
季
刊
浮
世
絵
」
63
号
）

原
本
未
見
。

2

会
本
寝
夜
伽

小
本（
横
）

1

北
尾
派

安
永
末

～
天
明
初
頃

林
美
一
「
秘
版
鑑
賞
艶
色
仇
枕
忠
臣
蔵
」、
日
本
浮
世
絵
博
物
館
、

Shagan collection, T
okyo

、
立
命
館
大
学
Ａ
Ｒ
Ｃ（
貼
込
帖
）

林
氏
が
紹
介
し
て
い
る
本
は
全
二
十
四
丁
だ
が
最
初
の
一
丁
欠
。

3

会
本
執
心
久
楽

半
紙
本

3

小
陰
茎
か
り
人（
述
）
喜
多
川
喜
久
麿

文
化
元
年
頃

林
美
一
「
秘
版
鑑
賞
艶
色
仇
枕
忠
臣
蔵
」、
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
レ
イ
ン

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
下
）、Shagan collection, T

okyo

4
仮
名
手
本

夜
光
玉

半
紙
本

3

悪
疾
兵
衛
景
筆

婦
喜
用
又
平

（
歌
川
国
貞
）

文
政
十
一
年

立
命
館
大
学
Ａ
Ｒ
Ｃ（
上
、
中
）、Shagan collection, T

okyo

、
日

本
浮
世
絵
博
物
館
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

4'
仮
名
手
本

忠
臣
蔵

半
紙
本

3

国
貞

天
保
初
年

林
美
一
『
江
戸
枕
絵
師
集
成　

歌
川
国
貞
』

原
本
未
見
。

5

口
吸
心
久
莖
後
編

半
紙
本

2

大
珍
房
狩
鷹

一
妙
開
程
由

（
歌
川
国
芳
）

文
政
十
二
年

立
命
館
大
学
Ａ
Ｒ
Ｃ
林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
下
）、Shagan collection, 

T
okyo

（
上
）

5'

絵
本
忠
臣
庫

3

国
芳

渋
井
清
『
ウ
キ
ヨ
エ
内
史
』
第
二
輯

原
本
未
見
。

6

仇
枕
忠
臣
蔵

半
紙
本

3

甚
虚
亭
安
児
出
拝

一
芸
舎
由
古
野

（
歌
川
国
芳
）

安
政
四
年

林
美
一
「
秘
版
鑑
賞
艶
色
仇
枕
忠
臣
蔵
」、
林
美
一
『
艶
本
研
究　

国

芳
』、Ebi collection

（
下
）、
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
レ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
（
一
図
の
み
）

7

忠
し
ん
ぐ
ら

松
好
斎
ヵ

林
美
一
「
秘
版
鑑
賞
艶
色
仇
枕
忠
臣
蔵
」（「
季
刊
浮
世
絵
」
63
号
）

原
本
未
見
。

8

縁
結
一
口
艶
史

中
本

1

安
政
以
降

立
命
館
大
学
Ａ
Ｒ
Ｃ
林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

9

精
開
恋
手
本
忠
臣
蔵

中
本

1

十
返
舎
門
人
芳
々
、

床
ノ
海
女
悦
ま
る

浮
世
又
平
、

婦
喜
用
又
平

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
、Shagan collection, T

okyo

10
［
忠
臣
蔵
艶
本
］

半
紙
本

1

ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
レ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

合
綴
本
の
一
部
。
上
方
本
。

10'
［
忠
臣
蔵
艶
本
］

小
本
（
横
）

1

立
命
館
大
学
Ａ
Ｒ
Ｃ
林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

合
綴
本
の
一
部
。ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
本
の
挿
絵
部
分
の
み
を
製
本
し
た
も
の
。上
方
本
。

11
［
忠
臣
蔵
艶
本
］

小
本
（
横
）

1

ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
レ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

上
方
本
。

12

穴
手
本
て
う
ち
ん
ぶ
ら

中
本

1

林
美
一
「
秘
版
鑑
賞
艶
色
仇
枕
忠
臣
蔵
」

未
見
。
黄
表
紙
。

13

見
立
忠
臣
蔵

横
本

1

勝
川
春
好

全
亭
好
成
編
「
い
ろ
は
別
好
色
本
春
画
目
録
」

未
見
。

14
［
忠
臣
蔵
］

半
紙
本

1

全
亭
好
成
編
「
い
ろ
は
別
好
色
本
春
画
目
録
」

未
見
。「
清
元
稽
古
本
替
作
」
と
あ
る
。

15

忠
臣
蔵

1

吉
田
暎
二
『
浮
世
絵
秘
画
の
研
究
』

未
見
。

16

色
手
本
忠
臣
蔵

2

林
美
一
「
狩
野
亨
吉
博
士
蔵
春
書
目
」

未
見
。

17

穴
手
本
忠
臣
蔵

半
紙
本

（
又
は
中
本
）

1

二
代
国
貞

吉
田
暎
二
『
浮
世
絵
秘
画
の
研
究
』

未
見
。
墨
摺
。

18
［
艶
本
忠
臣
蔵
］

中
本

1

国
貞
門
人

安
政
期

『
艶
美
集
』

未
見
。
色
摺
。

19
［
忠
臣
蔵
春
画
］

椿
岳

吉
田
暎
二
『
浮
世
絵
秘
画
の
研
究
』

未
見
。
一
帖
。

20

中
身
蔵

1

北
尾
風

『
国
書
総
目
録
』

未
見
。

【
表
】「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本　

 

凡
例  

○
「
№
」
は
諸
目
録
に
よ
り
同
一
の
本
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
同
一
番
号
を
振
っ
た
。
番
号
に
ダ
ッ
シ
ュ
が
付
い
て
い
る
も
の
は
改
題
本
を
示
す
。

　
　
　

○
「
書
名
」
に
［　

］
の
あ
る
も
の
は
題
簽
の
欠
落
な
ど
に
よ
っ
て
書
名
が
不
明
の
本
に
仮
に
つ
け
た
書
名
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
　

○
「
所
蔵
・
典
拠
」
は
書
名
の
典
拠
と
な
っ
た
論
文
名
、
目
録
名
、
書
籍
名
を
示
す
。
複
数
有
る
場
合
は
主
な
典
拠
を
記
載
し
た
。
原
資
料
を
確
認
出
来
た
も
の
に
つ
い
て
は
所
蔵
先
を
挙
げ
て
い
る
。
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「
忠
臣
蔵
も
の
」の
艶
本

物
に
丸
に
い
の
字
紋
が
記
さ
れ
て
お
り
初
代
沢
村
長
十
郎
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

配
役
は
寛
延
二
年（
一
七
四
九
）江
戸
中
村
座
に
お
け
る
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
と
同
一

で
あ
る
。
本
書
序
文
に
は
「
扨
此
度
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
と
申
上
る
り
并
に
狂
言
仕
は
や

り
申
候
を
全
部
三
冊
物
に
直
し
て
名
に
入
候
」
と
あ
り
、前
年
の
忠
臣
蔵
の
当
り
を
早
々

に
取
り
込
ん
で
、
艶
本
を
制
作
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
は
忠
臣
蔵
の
物
語
を
「
執

心
蔵
」
の
狂
言
と
し
て
狐
が
演
じ
る
趣
向
を
と
っ
て
い
る
。
作
品
全
体
を
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
た
め
、
そ
の
内
容
が
ど
の
程
度
上
演
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
中
村
座
お
よ
び
他
二
座
の
当
該
上
演
に
お
け
る
番
付
や
役
者
絵
が
ほ
と
ん

ど
残
っ
て
い
な
い
現
状
を
鑑
み
る
と
、
演
劇
資
料
と
し
て
も
貴
重
な
作
品
で
あ
る
と
い

え
、
本
書
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
俟
た
れ
る
。　

『
結
の
神
仮
名
手
本
執
心
蔵
』

は
、
寛
延
二
年
の
歌
舞
伎
上
演

の
大
当
り
を
受
け
て
、
一
作
品

を
通
し
て「
忠
臣
蔵
」を
取
り
込

ん
だ
艶
本
で
あ
る
。「
忠
臣
蔵
も

の
」
の
艶
本
と
し
て
表
に
挙
げ

た
作
品
の
中
に
は
、
本
作
品
以

外
に
歌
舞
伎
に
影
響
を
受
け
た

も
の
は
み
ら
れ
な
い
が
、「
忠
臣

蔵
も
の
」
以
外
の
艶
本
の
中
に
、

歌
舞
伎
の
新
し
い
演
出
に
影
響

を
受
け
た
表
現
を
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
管
見
の
限
り
で

は
、
そ
れ
ら
は
全
て
定
九
郎
の

演
出
に
関
す
る
表
現
で
あ
り
、

特
に
天
明
期
に
集
中
し
て
い
る
。

　
『
艶
本
枕
言
葉
』（
北
尾
政
演
作
・
画
、
天
明
五
年［
一
七
八
五
］刊
）
に
は
黒
羽
二
重
に

頬
被
り
を
し
た
追
い
剥
ぎ
が
供
つ
き
の
娘
を
襲
う
図
が
あ
る〔
図
2
〕。
追
い
剥
ぎ
の
書

入
れ
に
は「
お
と
は
や
が
さ
だ
九
郎
よ
り
よ
つ
ほ
ど
あ
ん
じ
た
気
だ
が
」と
あ
る
。
こ
こ

に
あ
る「
お
と
は
や
」
と
は
、
天
明
三
年（
一
七
八
三
）
九
月
江
戸
中
村
座
で
定
九
郎
を

演
じ
た
尾
上
松
助
を
指
す（
９
）。
こ
の
時
の
松
助
の
演
技
に
つ
い
て
は
、
評
判
記
に
次
の
よ

う
な
評
判
が
載
る
（
（（
（

。

忠
臣
蔵
の
定
九
郎
は
趣
向
あ
た
ら
し
く
工
夫
い
た
さ
れ
与
一
兵
へ
よ
り
先
へ
か
ご

に
乗
て
出
女
郎
買
の
出
立
仕
内
も
よ
け
れ
と
か
れ
是
評
判
ま
ち
／
＼
で
ご
ざ
つ
た

	

（
尾
上
松
助
評
『
役
者
千
両
箱
』
天
明
四
年［
一
七
八
四
］正
月
刊
）

こ
の
記
述
か
ら
、
松
助
が
定
九
郎
の
演
技
の
中
で
女
郎
買
い
の
新
趣
向
に
挑
ん
だ
こ
と

が
わ
か
る
。
本
書
の
表
現
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
定
九
郎
を
金
を
盗
む
盗

賊
と
し
て
描
く
の
で
は
な
く
、
ま
た
松
助
型
定
九
郎
の
よ
う
に
女
郎
買
い
の
場
面
を
描

く
の
で
も
な
く
、
女
性
を
襲
う
悪
党
と
し
て
描
く
こ
と
が「
あ
ん
じ
た
」点
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

　

天
明
期
は
初
代
中
村
仲
蔵
型
の
新
し
い
定
九
郎
像
が
定
着
し
た
時
期
で
あ
る
（
（（
（

。
仲
蔵

以
前
の
定
九
郎
の
扮
装
と
い
え
ば
、「
大
島
の
広
袖
に
夜
着
の
様
な
る
物
を
着
て
」（『
古

今
い
ろ
は
評
林
』天
明
五
年［
一
七
八
五
］刊
（
（（
（

）
や
、「
大
広
袖
の
き
る
も
の
。
又
は
筍
笠

を
か
ぶ
り
。
赤
合
羽
に
て
の
仕
内
」（『
古
今
役
者
論
語
魁
』
明
和
九
年［
一
七
七
二
］刊
（
（（
（

）

と
記
録
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
扮
装
か
ら
黒
羽
二
重
へ
と

改
変
し
た
こ
と
が
仲
蔵
の
新
し
い
趣
向
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、艶
本
の
中
に
は
そ
う
い
っ

た
扮
装
の
改
変
を
利
用
し
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。

　
『
会え

本ほ
ん

新あ
ら
た
ま玉
門つ

発ば

気き

』（
勝
川
春
章
画
、
天
明
八
年［
一
七
八
八
］刊
）に
は
富
家
に
入
っ

た
強
盗
が
娘
を
襲
う
図
が
あ
る〔
図
3
〕。
描
か
れ
た
強
盗
は
髭
面
で
毛
深
く
醜
い
。
本

図
か
ら
即
座
に
定
九
郎
を
連
想
す
る
の
は
難
し
い
が
、
強
盗
の
書
入
れ
か
ら
作
者
の
意

図
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

は
や
く
か
ね
を
だ
せ　

し
ま
の
さ
い
ふ
に
三
百
両
あ
ら
ふ　

与
一
兵
衛
よ
り
し
ん

図 2  政演画『艶本枕言葉』上巻六ウ七オ	 （神谷勝弘氏蔵）
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「
忠
臣
蔵
も
の
」の
艶
本

だ
い
が
エ
ゝ
は
づ
だ　

こ
う
い
ふ
せ
り
ふ
じ
ゃ
ァ
お
れ
が
な
り
も
こ
ふ
う
だ　

さ

か
へ
や
ふ
う
に
し
よ
ふ

	

（
※
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
）

「
し
ま
の
さ
い
ふ
」、「
三
百
両
」、「
与
一
兵
衛
」
な
ど
、
山
崎
街
道
で
の
定
九
郎
と
与
一

兵
衛
を
連
想
さ
せ
る
言
葉
を
散
り
ば
め
て
い
る
。
強
盗
は
そ
れ
ら
の
せ
り
ふ
か
ら
自
分

と
定
九
郎
を
重
ね
て
い
る
わ
け
だ
が
、
す
で
に
定
九
郎
の
定
型
と
な
っ
た
「
さ
か
へ
や

（
仲
蔵
）」
型
と
自
ら
の
身
な
り
を
比
較
し
て
、「
こ
ふ
う
だ
」
と
戯
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
図
の
よ
う
な
山
岡
頭
巾
を
被
っ
た
定
九
郎
像
は
、
披
見
で
き
た
限
り
で
は
天
明
八
年

ま
で
の
絵
本
番
付
や
絵
尽
、
評
判
記
の
挿
絵
な
ど
に
み
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、『
東
の

花
勝
見
』（
永
下
堂
波
静
著
、
文
化
十
二
年［
一
八
一
五
］年
刊
（
（（
（

）
に
は
「
前
定
九
郎
の
拵

は
誰
々
致
し
候
も
大
縞
の
木
綿
広
袖
に
丸
ぐ
け
帯
狩
人
の
か
ぶ
る
麻
苧
の
山
岡
頭
巾
に

脚
半
草
鞋
に
て
い
た
し
来
た
り
し
に
」
と
あ
り
、
仲
蔵
以
前
の
定
九
郎
扮
装
の
一
つ
の

パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
本
図
は
、
こ
の
よ
う
な

新
旧
の
扮
装
の
対
比
を
取
り
入

れ
た
表
現
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
『
会え

本ほ
ん

妃ひ

女め

始は
じ
め』（
歌
麿
・

春
潮
合
作
ヵ
、
寛
政
二
年

［
一
七
九
〇
］
刊
）
に
は
定
九
郎

と
明
記
は
し
て
い
な
い
が
、
黒

羽
二
重
を
着
た
追
い
剥
ぎ
が
描

か
れ
る〔
図
4
〕。「
家
者
に
や

ア
き
ら
わ
れ
た
が
」の
書
入
れ

か
ら
、
勘
当
を
受
け
た
定
九

郎
を
連
想
す
る
こ
と
が
出
来
る

が
、
図
像
と
し
て
仲
蔵
型
の
定

九
郎
が
艶
本
の
中
で
も
定
着
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ
く
書

入
れ
に
は
「
つ
ぼ
が
か
い
た
ま
く

ら
ざ
う
し
た
と
ば
け
も
の
ゝ
や
ふ

な
ど
ろ
ぼ
う
に
せ
へ
さ
れ
る
は

へ
」
と
あ
る
。「
つ
ぼ
」
と
は
落
款

に
壷
を
使
用
し
て
い
た
春
章
の
こ

と
を
指
し
、「
ば
け
も
の
ゝ
や
ふ

な
ど
ろ
ぼ
う
」
と
、『
会
本
新
玉

門
発
気
』
の
泥
棒
を
揶
揄
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
艶

本
に
定
九
郎
が
取
り
込
ま
れ
る
場

合
、
ほ
と
ん
ど
が
歌
舞
伎
の
演
出

を
踏
ま
え
た
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
定
九
郎
像
は
歌
舞
伎
の
演
出
に
よ
り
大
き

な
変
化
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
り
、
忠
臣
蔵
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
中
で
も
特
異
な
例
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
改
変
が
艶
本
表
現
に
も
影
響
を
与
え
て
お
り
、
安
永
期

の
作
品
で
あ
る
『
会え

本ほ
ん

寝ね
や
の夜
伽と
ぎ

』〔
表
№
2
〕
に
は
縞
の
大
広
袖
で
描
か
れ
る
定
九
郎
の

衣
裳
が
、
天
明
期
以
降
は
黒
羽
二
重
に
変
っ
て
い
く
。
演
出
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
自

体
が
艶
本
に
と
っ
て
取
り
込
む
要
素
と
な
り
、「
お
と
は
や
」「
さ
か
へ
や
」の
趣
向
に
影

響
さ
れ
た
描
写
と
な
る
。
そ
の
た
め
仲
蔵
型
が
定
着
し
た
あ
と
は
こ
の
よ
う
な
表
現
を

見
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
艶
本
と
歌
舞
伎
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
と
の
影
響
関
係
に
は
、『
結
ぶ
の

神
仮
名
手
本
執
心
蔵
』の
よ
う
に
興
行
の
当
り
を
受
け
た
も
の
と
、『
艶
本
枕
言
葉
』
な

ど
の
よ
う
に
演
出
を
取
り
込
む
も
の
の
二
種
類
が
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
流
行

や
目
新
し
い
も
の
を
常
に
取
り
入
れ
て
い
く
艶
本
の
性
質
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
る
。

図 3　春章画『新玉門発気』下巻五ウ六オ
（国際日本文化研究センター蔵）

図 4　歌麿・春潮合作ヵ『会本妃女始』中巻二ウ三オ
（『江戸枕絵師集成　喜多川歌麿　正』所収）
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「
忠
臣
蔵
も
の
」の
艶
本

　
　
　

 

２　
黄
表
紙
『
案あ
な
で
ほ
ん
つ
う
じ
ん
ぐ
ら

内
手
本
通
人
蔵
』
と
『
会え

本ほ
ん
寝ね
や
の夜
伽と
ぎ
』

　

艶
本
作
者
た
ち
は
演
劇
だ
け
で
な
く
、
戯
作
に
お
け
る
新
し
い
趣
向
や
流
行
も
作
品

に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
。『
会え
ほ
ん
ね
や
の
と
ぎ

本
寝
夜
伽
』（

（（
（

は
、
黄
表
紙
『
案あ
な
で
ほ
ん
つ
う
じ
ん
ぐ
ら

内
手
本
通
人
蔵
』（
朋
誠
堂

喜
三
二
作
・
恋
川
春
町
画
、
安
永
八
年［
一
七
七
九
］刊
）
か
ら
影
響
を
受
け
た
作
品
で

あ
る
。『
案
内
手
本
通
人
蔵
』は
、忠
臣
蔵
を
扱
っ
た
作
品
で
あ
り
、「
此
の
作
大
に
行
は
れ
、

後
の
忠
臣
蔵
の
異
作
は
皆
是
れ
に
倣
ふ
」（

（（
（

と
い
わ
れ
る
程
、後
の
作
品
に
影
響
を
与
え
た
。

『
案
内
手
本
通
人
蔵
』
の
趣
向
は
「
世よ
の
ひ
と
み
な
つ
う

人
皆
通
な
れ
ば
。
世よ
の
な
か中
に
闘い
さ
こ
さ諍
な
く
。
倍
ま
す
　

太た
い
へ
い平
な

り
」と
序
文
に
い
う
よ
う
に
（
（（
（

、
忠
臣
蔵
の
登
場
人
物
全
員
が
通
で
あ
っ
た
ら
と
設
定
を
し

た
と
こ
ろ
に
あ
る
。『
会
本
寝
夜
伽
』は
こ
の
設
定
を
引
き
継
ぎ
、
通
と
し
て
の
立
ち
振

る
舞
い
を
男
女
の
色
恋
に
展
開
さ
せ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
全
体
的
な
設
定
や
テ
ー
マ
だ
け
で
な
く
、
細
か
い
描
写
に
お
い
て
も
『
案

内
手
本
通
人
蔵
』
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

第
一
に
師
直
の
額
に
傷
を
つ
け
る
設
定
で
あ
る
。
原
作
で
は
判
官
の
刀
に
よ
っ
て
つ

け
ら
れ
る
傷
が
、『
案
内
手
本
通
人
蔵
』で
は
角
櫓
で
勘
平
と
お
軽
が
逢
瀬
を
す
る
際
に
、

お
軽
の
簪
が
落
ち
て
下
に
い
た
師
直
の
額
を
傷
つ
け
る
設
定
に
変
じ
て
い
る
。
こ
の
場

面
に
対
し
て『
会
本
寝
夜
伽
』で
は
師
直
に
言
い
寄
ら
れ
た
顔
世
が
、「
通
」ゆ
え
に
そ
の

想
い
に
応
え
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
時
に
顔
世
の
簪
が
師
直
の
額
に
落
ち
て
傷
を
付
け

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
簪
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
四
段
目
切
腹
の
場
に
相
当
す
る
場
面
に
お
い
て
「
切
腹
」
を「
卓し
っ
ぽ
く袱
」
と
地

口
す
る
点
で
あ
る
。『
案
内
手
本
通
人
蔵
』は
、
判
官
が
切
腹
で
は
な
く
卓
袱
料
理
を
言

い
付
け
ら
れ
、
そ
の
席
に
検
使
役
の
石
堂
と
薬
師
寺
が
「
拳
」
を
し
に
来
る
と
い
う
地

口
に
よ
る
設
定
改
変
を
行
っ
た
。
一
方
、『
会
本
寝
夜
伽
』で
は
石
堂
と
薬
師
寺
に
仮
託

し
た
二
人
組
み
の
男
が
卓
袱
料
理
を
食
べ
、
料
理
屋
の
女
中
を「
こ
ろ
ば
し
」て
い
る
場

面
と
し
て
描
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
当
世
風
の
男
女
が
描
か
れ
、
原
作
の
四
段
目
と
関

連
す
る
の
は
「
切
腹
」
と
い
う
言
葉
の
み
で
あ
る
。『
会
本
寝
夜
伽
』の
書
入
れ
に
は
「
ゑ

ん
や
は
ん
く
は
ん
せ
つ
ふ
く
と
い
ふ
所
春
め
か
ざ
る
ゆ
へ
ち
つ
と
わ
る
い
ぢ
ぐ
ち
て
し

つ
ほ
く
と
し
や
れ
か
け
」と
艶
色
味
の
な
い
原
作
の
四
段
目
を
艶
本
表
現
と
し
て
転
化
さ

せ
る
た
め
地
口
を
用
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
四
段
目
は
他
の
段
に
比
べ
男
女
の
色

恋
の
要
素
が
少
な
く
、
本
書
以
外
の「
忠
臣
蔵
も
の
」の
艶
本
に
お
い
て
は
判
官
と
力
弥

や
顔
世
と
由
良
之
助
な
ど
、
原
作
に
は
な
い
恋
愛
関
係
の
組
合
せ
を
展
開
さ
せ
る
こ
と

で
艶
本
と
し
て
の
表
現
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
場
面
を
地
口
に
よ
っ
て
春

め
い
た
描
写
に
変
化
さ
せ
る
点
が
本
書
独
自
の
表
現
方
法
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
本
書
は
当
世
の
日
常
生
活
や
風
俗
、
新
し
い
流
行
な
ど
を
取
り
込
む
な
ど
黄
表

紙
的
手
法
を
各
所
で
用
い
て
い
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
三
段
目
で
本
蔵
が
金
の
賄
の
代

わ
り
に「
橘
町
の
い
ろ
だ
ち
」の
賄
を
師
直
に
贈
る
。
橘
町
と
は
、
当
時
女
芸
者
が
多
く

い
た
江
戸
両
国
付
近
の
町
で
あ
り
、
師
直
は
こ
の
女
芸
者
を「
こ
れ
は
わ
れ
ら
か
か
う
ふ

つ
に
て
」と
喜
ん
で
受
け
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
四
段
目
に
描
か
れ
る
卓
袱
料
理
屋「
百

川
さ
ん
」は
、
日
本
橋
本
町
三
丁
目
に
あ
っ
た
料
理
屋
百
川
楼
で
あ
り
、
十
一
段
目
に

は
当
時
流
行
し
て
い
た
亀
屋
頭
巾
を
被
っ
た
男
達
が
、
浅
草
の
蕎
麦
屋
「
ま
き
や
蕎
麦
」

で
夜
打
ち
蕎
麦
を
食
べ
よ
う
と
す
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
本
書
は
書
型
や
丁
数
な
ど
形

式
的
な
点
に
お
い
て
黄
表
紙
を
擬
え
て
は
い
な
い
が
、
趣
向
や
細
か
い
描
写
に
関
し
て

は「
黄
表
紙
的
艶
本
」と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
の
場
合
は
、『
案
内
手
本
通
人
蔵
』
の
当
り
を
受
け
て
、
黄
表
紙
な
ど
の
戯
作
に

お
い
て「
忠
臣
蔵
も
の
」が
活
況
を
見
せ
る
動
き
に
合
わ
せ
て
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本
表
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
艶
本
に
お
い
て
「
忠
臣
蔵
も

の
」
が
連
続
し
て
制
作
さ
れ
た
時
期
は
な
い
。
つ
ま
り「
忠
臣
蔵
も
の
」の
艶
本
に
関
し

て
言
え
ば
、
艶
本
が
次
の
艶
本
に
繋
が
っ
て
い
く
と
い
う
流
れ
は
な
く
、
歌
舞
伎
や
黄

表
紙
と
い
っ
た
他
の
分
野
の
動
向
に
触
発
さ
れ
、
制
作
を
行
っ
て
い
っ
た
一
面
が
あ
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
艶
本
は
他
分
野
の
当
り
作
品
や
流
行
か
ら
影
響
を
受
け
や
す
い
媒

体
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

／
＼
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「
忠
臣
蔵
も
の
」の
艶
本

　
　
　
３　
「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本
に
み
ら
れ
る
表
現
の
類
型

　
「
忠
臣
蔵
も
の
」の
艶
本
全
て
に
お
け
る
共
通
点
と
し
て
、
原
作
の
十
一
段
構
成
を
変

え
る
こ
と
な
く
、
各
段
の
内
容
を
踏
襲
し
た
描
写
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
そ
れ
ら
の
描
写
を
通
覧
す
る
と
、
場
面
や
段
ご
と
に
類
型
的
な
表
現
が
見
ら
れ
る

こ
と
に
気
付
く
。
以
下
に
各
段
の
代
表
的
な
描
写
を
簡
単
に
記
す
。

　

大
序
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
は
鶴
ヶ
岡
に
お
け
る
師
直
と
顔
世
の
描
写
で
あ
る
。
い
や

が
る
顔
世
に
迫
る
師
直
や
、
逆
に
師
直
に
応
じ
る
顔
世
な
ど
の
や
り
と
り
が
描
か
れ
て

い
る
。

　

二
段
目
は
桃
井
館
に
お
け
る
力
弥
と
小
浪
を
描
く
。
こ
の
段
の
類
型
描
写
に
関
し
て

は
後
述
す
る
が
、
ほ
ぼ
全
て
の
作
品
に
お
い
て
同
じ
描
写
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

三
段
目
で
も
多
く
の
作
品
に
お
い
て
、
城
門
で
の
勘
平
お
軽
が
描
か
れ
、
し
ば
し
ば

そ
こ
に
伴
内
も
加
わ
る
。

　

四
段
目
は
切
腹
の
場
で
あ
り
、
原
作
で
は
こ
の
段
に
お
い
て
色
恋
の
場
面
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
二
、三
段
目
の
よ
う
な
特
定
の
人
物
の
描
写
に
限
ら
れ
ず
、
判
官
と
顔
世
、

判
官
と
力
弥
、
顔
世
と
由
良
之
助
な
ど
様
々
な
組
合
せ
の
男
女
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

五
段
目
も
同
様
に
原
作
に
色
恋
が
描
か
れ
な
い
た
め
、
定
九
郎
が
若
い
娘
を
襲
っ
た

り
、
猪
と
交
わ
る
な
ど
原
作
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
た
表
現
が
多
く
み
ら
れ
る
。

　

六
段
目
は
ほ
ぼ
全
て
の
作
品
が
、
お
軽
勘
平
の
別
れ
の
情
交
を
描
い
て
い
る
。

　

七
段
目
は
一
力
屋
で
お
茶
屋
遊
び
を
す
る
様
々
な
男
女
が
描
か
れ
て
お
り
、
加
え
て

由
良
之
助
と
お
軽
、
九
太
夫
や
力
弥
と
遊
女
の
床
入
り
な
ど
の
描
写
が
み
ら
れ
る
。

　

八
段
目
は
戸
無
瀬
と
小
浪
の
道
行
で
あ
る
た
め
か
、
こ
の
場
面
を
描
く
作
品
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
。
少
な
い
例
と
し
て
は
、
道
行
の
道
中
に
飛
脚
と
情
交
し
た
り
、
道
ば

た
で
の
飛
脚
と
娘
の
や
り
と
り
を
二
人
が
見
て
い
る
と
い
う
描
写
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

九
段
目
は
、
力
弥
と
小
浪
の
床
入
り
の
他
、
本
蔵
戸
無
瀬
、
由
良
之
助
お
石
、
そ
れ

ぞ
れ
の
夫
婦
の
別
れ
の
床
入
り
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

十
段
目
で
は
儀
平
お
園
を
描
く
作
品
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
の
脇
に
由
良
之
助
や

伊
吾
な
ど
が
描
か
れ
る
。

　

十
一
段
目
は
夜
討
の
賑
や
か
な
様
子
を
描
く
。
夜
と
い
う
時
間
帯
の
た
め
、
裸
で
逃

げ
ま
ど
う
男
女
と
そ
れ
を
追
う
義
士
た
ち
が
滑
稽
に
描
か
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
作
品
は
、

師
直
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
男
女
の
描
写
に
数
図
を
費
や
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
披
見
で
き
た
「
忠
臣
蔵
も
の
」の
艶
本
十
一
作
品
の
内
、
多
く
の
作
品

に
は
共
通
す
る
表
現
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
原
作
に
色
恋
の
要
素
が
含
ま

れ
て
い
る
段
で
は
描
写
が
類
型
的
に
な
る
。

　

最
も
類
型
的
に
描
か
れ
る
の
が
二
段
目
で
あ
る
。
二
段
目
は
桃
井
館
に
お
け
る
松
伐

り
を
主
と
す
る
場
だ
が
、「
忠
臣
蔵
も
の
」の
艶
本
で
は
、
九
例
中
七
例
が
同
じ
よ
う
な

表
現
で
描
か
れ
て
い
る〔
図
5
～
8
〕。
こ
こ
は
判
官
の
使
い
で
訪
れ
た
力
弥
を
小
浪
が

出
迎
え
る
場
面
で
あ
る
。
画
面
を
構
成
す
る
共
通
の
要
素
と
し
て
衝
立
が
あ
り
、
二
人

は
そ
の
前
で
、
或
い
は
そ
の
後
ろ
で
逢
瀬
を
楽
し
ん
で
い
る
。
作
品
に
よ
っ
て
は
、
情

交
の
場
所
が
玄
関
先
で
あ
っ
た
り
、
部
屋
の
中
で
あ
っ
た
り
と
違
い
が
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
場
面
を
覗
い
て
い
る
人
物
が
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
時
代
が
異
な
っ

て
も
「
衝
立
」
と
「
力
弥
と
小
浪
の
情
交
」
と
い
う
構
成
要
素
は
共
通
の
も
の
で
あ
り
、

い
わ
ば
こ
れ
が
二
段
目
の
艶
本
表
現
の
類
型
と
も
い
え
る
。
浮
世
絵
の
場
合
、
通
常
二

段
目
は
こ
の
二
人
の
場
面
と
松
伐
り
の
場
面
と
が
異
時
同
図
法
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
男
女
の
色
恋
を
表
現
す
る
こ
と
が
主
眼
で
あ
る
艶
本
に
お
い
て
松
伐
り
は
必
要

の
な
い
も
の
と
し
て
省
か
れ
て
い
る
。

　

二
段
目
ほ
ど
の
顕
著
な
類
似
性
は
な
い
と
し
て
も
、そ
の
他
の
色
恋
を
含
む
段（
大
序
、

三
段
目
、
七
段
目
、
九
段
目
）
は
男
女
の
組
合
せ
や
状
況
設
定
な
ど
が
同
じ
で
あ
る
場

合
が
多
い
。

　
「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本
に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
類
型
的
表
現
の
要
因
に
は
、
男
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「
忠
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も
の
」の
艶
本

図 5　北尾派画『会本寝夜伽』四ウ五オ	 （日本浮世絵博物館蔵）

図 7　［忠臣蔵艶本］一ウ二オ
（ホノルル美術館レインコレクション蔵、Honolulu Academy of Arts, Richard Lane collection.2003〔2008.0528〕）

図 8　『縁結一口艶史』一オ
（立命館大学 ARC林コレクション蔵、hayBKE3-0021）

図 6　『会本執心久楽』丁付未詳	 （「季刊浮世絵」23 号所収）
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「
忠
臣
蔵
も
の
」の
艶
本

女
の
性
行
為
を
描
く
と
い
う
艶
本
の
表
現
媒
体
と
し
て
の
特
質
が
関
係
し
て
い
る
。
忠

臣
蔵
に
は
、
お
軽
と
勘
平
、
小
浪
と
力
弥
、
師
直
と
顔
世
、
儀
平
と
お
そ
の
な
ど
多
く

の
男
女
の
物
語
が
含
ま
れ
て
い
る
。
既
に
享
受
者
の
間
に
忠
臣
蔵
の
明
確
な
イ
メ
ー
ジ

が
共
有
さ
れ
て
い
る
状
態
に
あ
れ
ば
、
登
場
人
物
の
性
行
為
を
描
く
こ
と
自
体
―
つ
ま

り
艶
本
に
描
く
こ
と
自
体
―
が
一
つ
の
趣
向
と
し
て
成
立
す
る
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、

そ
の
他
に
積
極
的
に
趣
向
を
凝
ら
す
必
要
性
は
な
く
、
表
現
が
類
型
的
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

ま
た
艶
本
の
構
成
や
形
式
も
類
型
化
の
遠
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
艶

本
の
形
式
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本
の
ほ
と
ん
ど
は
絵
と

本
文
の
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
序
文
の
あ
と
に
絵
が
数
丁
続
き
、
そ
の
次
か
ら
本

文
が
数
丁
続
く
。
多
く
の
場
合
、
絵
と
本
文
の
内
容
は
関
連
し
て
お
ら
ず
、
絵
と
本
文

が
相
互
に
内
容
を
補
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
読
者
が
艶
本
の
絵
を
理
解
す
る
た
め

に
は
、
描
か
れ
た
状
況
と
書
き
込
ま
れ
た
書
入
れ
を
読
み
と
く
必
要
が
あ
る
。
艶
本
の

書
入
れ
の
量
は
、
文
化
・
文
政
期
以
降
一
気
に
増
加
す
る
が
、
そ
れ
以
前
の
艶
本
作
品

の
多
く
は
、
絵
の
邪
魔
に
な
ら
ぬ
程
度
に
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶

本
に
関
し
て
も
同
じ
傾
向
で
あ
り
、
文
政
期
以
前
の
作
品
に
お
け
る
書
入
れ
の
量
は
わ

ず
か
で
、
各
図
の
状
況
や
設
定
を
表
す
役
割
を
絵
が
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
結
果
、

原
作
か
ら
離
れ
た
複
雑
な
設
定
を
施
す
こ
と
は
難
し
く
、限
ら
れ
た
中
で
の
表
現
に
な
っ

て
く
る
た
め
、
自
ず
と
描
写
が
類
型
的
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
忠
臣
蔵
も
の
」の
艶
本
は
全
て
の
作
品
に
お
い
て
原
作
に
基

づ
い
た
十
一
段
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
中
に
は
七
段
目
や
討
ち
入
り
に
数
図
を
費
や
し

て
い
る
作
品
も
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
傾
向
は
浮
世
絵
に
お
け
る
忠
臣
蔵
作
品
の
揃
物

と
同
じ
で
あ
る
。
艶
本
の
場
合
、
一
作
品
の
内
で
も
あ
る
段
の
描
写
で
は
歌
舞
伎
や
黄

表
紙
な
ど
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
目
新
し
い
表
現
を
み
せ
る
一
方
、
あ
る
段
で
は
類
型

的
な
描
写
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
作
品
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
作
品
を
通
じ
て
全
て
の
段

の
表
現
が
他
の
「
忠
臣
蔵
も
の
」の
艶
本
と
全
く
異
な
る
、
と
い
う
作
品
が
な
い
。
男
女

の
性
行
為
を
描
く
と
い
う
艶
本
の
大
前
提
と
、
題
材
が
忠
臣
蔵
で
あ
る
と
い
う
設
定
上
、

類
型
が
生
ず
る
こ
と
は
当
然
の
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
っ
て
同

じ
様
な
表
現
が
続
く
中
で
、
新
し
い
趣
向
に
よ
る
艶
本
が
刊
行
さ
れ
る
。
そ
れ
が
次
で

触
れ
る
『
仮
名
手
本

夜
光
玉
』
と
『
口
吸
心
久
莖
後
編
』
で
あ
る
。

　
　
　
４　
『
仮
名
手
本
夜や
こ
う
の光
玉た
ま
』、『
口ち
ゆ
う
し
ん
ぐ
ら

吸
心
久
莖
後こ
う
へ
ん編
』
の
表
現

　

文
政
期
に
入
り
、
忠
臣
蔵
に
関
す
る
艶
本
が
二
書
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
。
悪
疾
兵

衛
景
筆
作
・
歌
川
国
貞
画
『
仮
名
手
本

夜や
こ
う
の
た
ま

光
玉
』（
表
№
4
、
以
下
『
夜
光
玉
』）
と
、
歌
川
国

芳
作
・
画
『
口ち
ゆ
う
し
ん
ぐ
ら
こ
う
へ
ん

吸
心
久
莖
後
編
』（
表
№
5
、
以
下
『
口
吸
心
久
莖
』）
で
あ
る
。
文
政

十
一
年
（
一
八
二
八
）
刊
と
推
定
さ
れ
る
『
夜
光
玉
』
の
刊
行
を
受
け
て
（
（（
（

、『
夜
光
玉
』

を
前
編
と
し
た
『
口
吸
心
久
莖
後
篇
』
が
文
政
十
二
年（
一
八
二
九
）に
出
さ
れ
た
。
早

速
後
編
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、『
夜
光
玉
』が
好
評
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
が
、『
筑つ
く
し
の紫
松ま
つ

藤ふ
じ
の

柵し
が
ら
み』（
二
代
烏
亭
焉
馬
作・
国
芳
画
、天
保
元
年［
一
八
三
〇
］

頃
刊
）の
板
元
に
よ
る
序
文
に
は
、
次
の
よ
う
な
口
上
が
記
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

乍
憚
口
上　

一　

御
得
意
様
方
益
御
機
嫌
克
被
遊
御
座
恐
悦
至
極
ニ
奉
存
候
随
而

先
年
差
出
し
候
四
季
之
詠
後
編
（
（（
（

并
ニ
忠
臣
蔵
大
売
大
繁
昌
仕
候
段
冥
加
至
極
有
難

仕
合
ニ
奉
存
候

	

（
※
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
）

　

こ
こ
で
書
か
れ
た
「
忠
臣
蔵
」
が
『
夜
光
玉
』
と
『
口
吸
心
久
莖
』
の
ど
ち
ら
を
指

す
の
か
は
不
明
だ
が
（
（（
（

、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本
が
商
業
的
な
成
功

を
収
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

前
章
に
お
い
て
「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本
の
作
品
制
作
の
傾
向
と
し
て
、
一
つ
の
艶

本
が
次
の
艶
本
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
は
他
の
分
野
の
趣
向
や
流

行
を
反
映
し
や
す
い
点
を
指
摘
し
た
が
、『
夜
光
玉
』
の
影
響
を
受
け
て
同
じ
趣
向
の
『
口
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女
「
お
ほ
ん
」
に
、
高
野
師
直
を
お
ほ
ん
と
密
通
す
る
金
持
ち
「
河
野
屋
武
兵
衛
」
に

置
き
換
え
て
い
る
。
第
一
図
目
で
、
お
ほ
ん
は
助
七
か
ら
不
貞
を
疑
わ
れ
、
自
分
の
貞

節
を
示
す
た
め
に
武
兵
衛
か
ら
も
ら
っ
た
松
の
し
の
ぎ
を
折
る〔
図
9
〕。
し
か
し
第
二

図
で
は
武
兵
衛
の
前
で
助
七
の
悪
口
を
言
い
、
帯
や
着
物
を
せ
し
め
る〔
図
10
〕。
お
ほ

ん
は
武
兵
衛
に
対
し
口
で
は
従
い
な
が
ら
も
、
足
を
組
ん
で
拒
絶
し
て
い
る
。
主
人
の

た
め
に
表
と
裏
を
使
い
分
け
た
本
蔵
の
忠
誠
心
と
、
自
分
の
た
め
に
表
と
裏
を
使
い
分

け
る
囲
い
女
の
性
根
と
の
落
差
を
狙
っ
た
図
で
あ
る
。

　

原
作
の
人
間
関
係
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
巧
み
に
男
女
関
係
に
転
化
さ
せ
る
こ
の
趣
向

は
、『
口
吸
心
久
莖
』
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
二
段
目
の
場
面
で
は
、
若
狭
之
助
と

松
伐
り
の
松
を
、「
わ
か
さ
や
助
次
郎
」
と
「
お
松
」
と
い
う
男
女
に
置
き
換
え
る
こ
と

で
表
現
し
て
い
る〔
図
11
〕。
衝
立
と
い
う
力
弥
・
小
浪
の
要
素
を
残
し
つ
つ
、
書
入
れ

吸
心
久
莖
』
が
制
作
さ
れ
た
成
立
事
情
は
、「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本
の
中
で
も
特
異
な

も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

で
は
そ
の
表
現
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
二
書
の
表
現
の
独
自
性
と
し
て
ま
ず
挙

げ
ら
れ
る
の
は
、
忠
臣
蔵
の
世
界
を
当
世
風
俗
の
卑
近
な
題
材
に
擬
え
た
「
見
立
て
」

の
趣
向
で
あ
る
。
先
に
忠
臣
蔵
の
艶
本
表
現
に
は
類
似
性
が
見
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
と

指
摘
し
た
が
、
二
書
に
関
し
て
は
「
見
立
て
」
を
用
い
る
こ
と
で
先
述
し
た
よ
う
な
類

型
表
現
と
は
全
く
異
な
る
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
表
現
の
類
似
性
が
著
し
か
っ
た

二
段
目
を
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
艶
本
が
小
浪
と
力
弥
を
中
心
に
描
い
て
い

る
の
に
対
し
、
こ
の
二
書
で
は
そ
れ
以
外
の
登
場
人
物
を
用
い
て
男
女
関
係
を
成
立
さ

せ
て
い
る
。

　
『
夜
光
玉
』
で
は
、
若
狭
之
助
を
「
若
狭
屋
助
七
」
に
、
加
古
川
本
蔵
を
助
七
の
囲
い

図 9　景筆作・国貞画『仮名
手本夜光玉』上巻六ウ七オ

（立命館大学 ARC蔵、arcBKE2-0004）

図 10　景筆作・国貞画『仮名
手本夜光玉』上巻七ウ八オ

（立命館大学 ARC蔵、arcBKE2-0004）

図 11　国芳作・画『口吸心久莖』上巻三ウ四オ
（『定本・浮世絵春画名品集成⑯国芳【口吸心久莖後編】』所収）
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に
は
「
ま
つ
の
木
の
よ
ふ
な
か
た
き
女
で
も
こ
の
や
う
な
男
に
か
ゝ
る
と
た
ち
ま
ち
ゑ

た
も
お
れ
る
な
り
」
と
あ
り
、
本
図
の
趣
向
を
説
明
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
書
入

れ
の
内
容
か
ら
い
け
ば
、
男
は
若
狭
之
助
で
は
な
く
、
本
蔵
を
置
き
換
え
た
人
物
で
あ

る
べ
き
で
、若
干
原
作
と
の
食
い
違
い
が
あ
る
。
見
立
て
の
完
成
度
で
言
え
ば『
夜
光
玉
』

の
方
が
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
二
作
品
を
こ
れ
以
前
の
作
品
と
比

較
し
た
時
に
、
表
現
の
手
法
に
格
段
の
差
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
見
立
て
の
手

法
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
作
の
登
場
人
物
の
性
別
や
年
齢
か
ら
の
制
約
が
な
く
な

り
、
類
型
表
現
に
陥
る
こ
と
な
く
自
由
な
設
定
を
も
う
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

で
は
色
恋
の
要
素
を
含
ま
な
い
段
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。　

　

五
段
目
の
描
写
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
定
九
郎
が
盗
賊
で
あ
る
と
い
う
設
定
か

ら
女
性
を
襲
う
場
面
と
な
る
こ
と
が
多
い
が
、『
夜
光
玉
』
で
は
定
九
郎
を
女
性
に
転
換

し
、
鉄
砲
を
介
し
た
勘
平
と

定
九
郎
の
関
係
を
男
女
の
関

係
に
置
き
換
え
て
い
る
。
見

立
の
手
法
は
二
段
目
と
同
じ

で
あ
り
、
役
名
を
も
じ
っ
た

名
前
を
つ
け
そ
の
性
格
や
人

物
関
係
を
反
映
し
た
設
定
と

な
っ
て
い
る
。

　

第
一
図
目
は
定
九
郎
、
勘

平
、
与
一
兵
衛
を
そ
れ
ぞ
れ

茶
店
の
娘
お
さ
だ
、
早
野
屋

勘
蔵
、
小
僧
の
与
市
の
三
人

の
男
女
に
換
え
て
い
る
〔
図

12
〕。
本
図
で
は
登
場
人
物

の
他
に
、
勘
平
の
雨
を
よ
け

図 12　景筆作・国貞画『仮名
手本夜光玉』中巻三ウ四オ

（立命館大学 ARC蔵、arcBKE2-0004）

図 13　国芳画『口吸心久莖後編』下巻一ウ二オ
（立命館大学 ARC林コレクション蔵、hayBKE2-0042）

図 13-1

図 13-3

図 13-2
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る
姿
を
猪
に
喩
え
、
画
面
中
央
に
は
五
段
目
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
松
の
木

を
配
し
て
お
り
、
原
作
の
要
素
を
多
く
取
り
込
ん
で
い
る
。
書
入
れ
に
も
五
段
目
を
示

す
言
葉
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
、
縞
の
財
布
の
五
十
両
を
見
立
て
た
与
市
の
縞
の
財
布
の

五
十
文
、
鉄
砲
を
も
じ
っ
た
鉄
砲
見
世
、
山
崎
街
道
を
も
じ
っ
た
山
崎
屋
な
ど
を
読
み

取
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
二
図
で
は
勘
蔵
と
お
さ
だ
の
性
的
交
渉
が
描
か
れ
、
勘
蔵
の

鉄
炮
が
お
さ
だ
を
打
ち
抜
く
と
い
う
趣
向
に
な
る
。

　

戸
無
瀬
と
小
浪
の
道
行
の
場
で
あ
る
八
段
目
は
、
登
場
人
物
が
女
性
二
人
の
た
め
艶

本
的
表
現
に
変
換
す
る
こ
と
が
難
し
い
箇
所
で
あ
る
が
、『
口
吸
心
久
莖
』
で
は
道
行
の

要
素
を
絵
の
中
に
入
れ
込
む
こ
と
で
表
現
し
て
い
る
〔
図
13
〕。
一
見
し
た
だ
け
で
は
、

何
が
見
立
て
ら
れ
て
い
る
の
か
判
別
し
に
く
い
が
、
男
女
の
脇
に
置
か
れ
た
枕
屏
風
に

目
を
移
す
と
富
士
山
、
大
名
行
列
の
毛
鑓
、
船
の
帆
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判

る
〔
図
13-

1
～
3
〕。
富
士
山
は
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
浄
瑠
理
本
文
の
「
さ
し
か
か

り
見
返
れ
ば
。
富
士
の
け
ぶ
り
の
。
空
に
消
え
行
方
も
知
れ
ぬ
思
ひ
を
ば
」
を
、
大
名

行
列
は
「
並
松
海
道
を
せ
ま
し
と
打
っ
た
る
行
列
は
」
を
、
船
の
帆
は
「
七
里
の
渡
し

帆
を
上
げ
て
」
を
そ
れ
ぞ
れ
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
多
く
の
「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本
が
色
恋
を
含
む
段
を
原
作

の
延
長
線
上
に
描
き
、
そ
れ
以
外
の
段
を
地
口
や
人
物
の
組
合
せ
の
取
り
換
え
に
よ
っ

て
描
写
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
二
書
は
色
恋
を
含
む
段
、
含
ま
ぬ
段
に
表
現
方
法

の
差
は
な
く
一
貫
し
て
い
る
。

　

特
に
『
夜
光
玉
』
の
場
合
は
、
各
段
を
二
図
で
構
成
し
、
連
続
す
る
物
語
を
展
開
さ

せ
る
方
法
も
新
し
い
試
み
で
あ
る
。
今
ま
で
の
「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本
で
は
同
じ
段

を
数
図
に
わ
た
っ
て
描
く
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
同
じ
段
の
全
く
異
な
る
場
面

で
あ
り
、
一
図
一
図
で
話
や
設
定
が
独
立
し
て
い
た
。
即
ち
一
図
毎
に
性
交
図
や
そ
れ

に
準
ず
る
描
写
が
さ
れ
る
が
、『
夜
光
玉
』
に
は
物
語
の
展
開
の
た
め
に
全
く
艶
色
味
を

含
ま
な
い
図
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
挙
げ
た
二
段
目
の
よ
う
に
、
一

図
目
が
人
物
関
係
や
状
況
設
定
の
詳
細
な
説
明
の
役
割
を
果
た
し
、
二
図
目
で
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
た
性
交
図
を
展
開
さ
せ
る
。
性
交
図
の
み
に
読
者
の
眼
を
集
中
さ
せ
る
の
で

は
な
く
、
物
語
を
読
ま
せ
る
こ
と
に
も
重
点
を
お
い
て
い
る
。
つ
ま
り
見
る
だ
け
の
艶

本
で
は
な
く
、「
読
む
」
艶
本
で
も
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
「
読
む
」
艶
本
で
あ
る
『
夜
光
玉
』、『
口
吸
心
久
莖
』
に
施
さ
れ
た
見

立
て
や
物
語
設
定
の
理
解
を
促
し
て
い
る
の
が
書
入
れ
で
あ
る
。
二
書
と
他
の
「
忠
臣

蔵
も
の
」
の
艶
本
を
比
較
す
る
と
画
面
に
し
め
る
書
入
れ
の
量
が
極
端
に
増
え
て
い
る

こ
と
に
気
付
く
。
多
量
の
書
入
れ
に
よ
っ
て
浄
瑠
璃
文
句
の
も
じ
り
を
入
れ
込
み
、
原

作
要
素
を
ち
り
ば
め
る
こ
と
で
細
か
い
設
定
を
施
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
原
作
か
ら

飛
躍
し
た
人
物
設
定
や
状
況
設
定
を
行
っ
て
い
る
。

　

二
書
の
表
現
は
絵
に
よ
る
視
覚
的
な
見
立
て
に
留
ま
ら
ず
、
浄
瑠
璃
本
文
の
文
句
を

踏
ま
え
た
文
体
の
も
じ
り
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、『
仮
名
手
本
忠
臣

蔵
』、『
夜
光
玉
』
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
で
あ
る
。

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
第
一

嘉か

肴か
う

あ
り
と
い
へ
ど
も
。
食
せ
ざ
れ
ば
そ
の
味
は
ひ
を
知
ら
ず
と
は
。
国
治を
さ

ま
つ

て
よ
き
武
士
の　

忠
も
武
勇
も
隠
る
る
に
。
た
と
へ
ば
星
の
昼
見
え
ず　

夜
は
乱

れ
て
あ
ら
は
る
る
。
た
め
し
を
こ
こ
に
仮
名
書
き
の
ヲ
ロ
シ 

太
平
の
代
の
。
ま
つ

り
ご
と
。               

『
夜
光
玉
』
序
文
（
（（
（

美び

女ぢ
よ

あ
り
と
い
へ
ど
も
。
淫い
ん

せ
ざ
れ
ば
。
そ
の
味あ
ぢ
はひ
を
し
ら
ず
と
は
。
閨ね

や屋
治お
さ
ま
りて

床と
こ

の
内う
ち

。
善よ
き

も
悪あ
し

き
も
隠か
く

る
ゝ
に
。
た
と
へ
ば
星ほ
し

の
昼ひ
る

見
へ
ず
。
夜よ
る

は
乱み
だ

れ
て
顕あ
ら

は
る
ゝ
。
例た
め
しを
こ
ゝ
に
仮か

な名
書が
き

の
。
ヲ
ド
ケ
太た
い
へ
い平
の
夜よ

の
お
ま
つ
り
ご
と
。

　

一
読
し
て
、『
夜
光
玉
』
の
序
文
が
浄
瑠
理
本
文
の
文
辞
を
も
じ
っ
て
い
る
の
が
わ
か

る
。
作
者
で
あ
る
景
筆
は
序
文
全
体
を
こ
の
よ
う
な
も
じ
り
で
構
成
し
て
い
る
。　

　

こ
の
よ
う
な
細
部
に
わ
た
る
浄
瑠
璃
本
文
の
も
じ
り
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
享
受
者

側
が
そ
の
隅
々
ま
で
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。『
夜
光
玉
』
中
巻
の
扉
絵
に

は
蚊
帳
の
中
で
正
本
を
見
な
が
ら
浄
瑠
璃
を
語
る
亭
主
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
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享
受
者
層
が
忠
臣
蔵
を
観
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
語
り
得
る
楽
し
み
を
持
っ
て
い
た

と
す
る
な
ら
ば
、
両
書
に
施
さ
れ
た
も
じ
り
や
見
立
て
の
一
つ
一
つ
を
理
解
す
る
土
台

を
十
分
に
備
え
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
５
『
仮
名
手
本
夜
光
玉
』、『
口
吸
心
久
莖
後
篇
』
と
浮
世
絵
と
の
関
連
性

    

　

忠
臣
蔵
の
登
場
人
物
を
美
人
や
当
世
風
の
人
物
に
擬
え
て
描
く
こ
と
は
喜
多
川
歌
麿

が
浮
世
絵
の「
忠
臣
蔵
」（
大
判
錦
絵
十
一
枚
組
揃
物
、享
和
元
、二
年［
一
八
〇
一
、二
］頃
）

や
「
高
名
美
人
見
た
て
忠
臣
蔵
」（
大
判
錦
絵
十
二
枚
組
揃
物
、
寛
政
期［
一
七
八
九
～

一
八
〇
一
］
頃
）
で
既
に
行
っ
て
お
り
、『
夜
光
玉
』『
口
吸
心
久
莖
』
は
そ
れ
を
応
用
し

た
艶
本
作
品
と
い
え
る
。ま
た
国
貞
、国
芳
は
同
様
の
趣
向
で
浮
世
絵
も
制
作
し
て
い
る
。

国
貞
に
は
「
絵
兄
弟
忠
臣
蔵
」（
大
判
錦
絵
十
一
枚
組
揃
物
、
天
保
期［
一
八
三
〇
～

一
八
四
四
］）と「
忠
臣
蔵
絵
兄
弟
」（
大
判
錦
絵
十
二
枚
組
揃
物
、安
政
六
年［
一
八
五
九
］）

が
あ
り
、
国
芳
に
は
「
見
立
て
う
ち
ん
蔵
」（
大
判
錦
絵
十
一
枚
組
揃
物
、
弘
化
四
年

［
一
八
四
七
］
～
嘉
永
元
年［
一
八
四
八
］頃
）
が
あ
る
。
特
に
「
絵
兄
弟
忠
臣
蔵
」は
、『
夜

光
玉
』
と
制
作
時
期
が
近
く
、
類
似
し
た
表
現
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

例
え
ば
五
段
目
の
定
九
郎
を
歌
麿
は
黒
い
着
物
を
着
て
蛇
の
目
傘
を
持
っ
た
美
し
い

女
性
と
し
て
描
い
て
い
る
が〔
図
14
〕、
同
様
の
描
写
は『
夜
光
玉
』〔
図
12
〕や『
口
吸
心

久
莖
』の
五
段
目
に
も
み
ら
れ
る
。特
に『
夜
光
玉
』の
お
さ
だ
と
「
絵
兄
弟
忠
臣
蔵
」〔
図

15
〕の
女
性
の
描
写
は
、
髪
型
や
着
物
の
模
様
や
立
姿
の
描
き
方
な
ど
細
部
に
ま
で
類
似

点
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
同
じ
表
現
を
、
歌
麿
の
定
九
郎
像
や
国
貞
の
後
年
の
作

品
で
あ
る
「
忠
臣
蔵
絵
兄
弟
」
の
定
九
郎
像
〔
図
16
〕
と
比
較
す
る
と
、『
夜
光
玉
』
と
「
絵

兄
弟
忠
臣
蔵
」
の
間
に
あ
る
類
似
性
が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
『
夜
光
玉
』
に
は
浮
世
絵
の
定
型
表
現
を
利
用
し
た
図
も
あ
る
。
そ
れ
は
冒
頭
の
煤
払

い
図
で
、
煤
払
い
の
様
子
が
討
ち
入
り
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る〔
図
17
〕。
十
二
月
十
三

日
に
行
わ
れ
る
煤
払
い
を
翌
十
四
日
の
討
ち
入
り
に
関
連
さ
せ
て
表
現
す
る
こ
と
は
、

川
柳
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
表
現
だ
が
、
本
図
は
討
ち
入
り
と
煤
払
い
の
視
覚
的
な
類
似

を
活
か
し
た
見
立
て
で
あ
る
。『
夜
光
玉
』
が
、
煤
払
い
の
見
立
て
に
利
用
し
た
の
が
、

討
ち
入
り
図
の
典
型
的
な
構
図
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
歌
川
国
直
画
「
新
板　

浮

絵　

忠
臣
蔵
十
一
段
目
」（
横
大
判
錦
絵
、
文
政
期［
一
八
一
八
～
一
八
三
〇
］頃
）を
挙

げ
る
〔
図
18
〕。
浪
士
か
ら
逃
げ
ま
ど
い
梁
に
逃
げ
る
高
野
家
の
者
は
、
梁
の
上
か
ら
雑

巾
を
渡
す
男
に
な
り
、
鑓
を
持
っ
て
家
の
者
を
追
い
回
す
浪
士
は
、
竹
を
振
り
回
し
て

天
井
の
埃
を
落
と
す
男
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
浪
士
達
の
姿
が
、
女
を
羽

交
い
締
め
に
す
る
男
や
、
大
勢
の
男
が
箒
や
棒
で
畳
を
叩
く
姿
に
重
ね
ら
れ
て
い
た
り
、

着
物
の
模
様
が
討
ち
入
り
の
扮
装
に
擬
え
ら
れ
て
い
た
り
し
て
い
る
。
先
に
も
挙
げ
た

国
貞
画
「
忠
臣
蔵
絵
兄
弟　

十
一
段
目
」
や
国
芳
画
「
見
立
桃
燈
蔵
十
一
段
目
」
で
も
、

同
様
に
討
ち
入
り
を
煤
払
い
に
見
立
て
て
い
る
。

　
『
夜
光
玉
』
と
浮
世
絵
と
の
構
図
の
類
似
は
、
七
段
目
の
描
写
に
お
い
て
も
指
摘
出
来

る
。
浮
世
絵
に
お
け
る
七
段
目
は
、
お
軽
―
由
良
之
助
―
九
太
夫
と
い
う
縦
長
の
構
図

が
版
型
に
あ
う
こ
と
か
ら
柱
絵
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い〔
図
19
〕。
見
立
絵
の
場
合
も
、

文
を
持
っ
た
人
物
を
建
物
の
一
階
に
、
そ
れ
を
覗
く
人
物
を
二
階
と
縁
の
下
に
配
す
る

構
図
は
原
作
と
同
じ
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
密
書
を
読
む
由
良
之
助
を
恋
文
を

読
む
若
い
男
性
に
擬
し
て
、
そ
れ
を
女
性
が
上
か
ら
鏡
で
覗
く
構
図
で
あ
り
、
縁
の
下

に
は
猫
や
犬
や
蝦
蟇
を
配
置
し
、
九
太
夫
に
重
ね
て
い
る
。

　
『
夜
光
玉
』七
段
目
は
、
こ
の
構
図
を
踏
ま
え
て
い
る〔
図
20
〕。
九
太
夫
を
猫
に
置
き

換
え
る
点
は
浮
世
絵
で
既
に
行
わ
れ
て
い
る
手
法
で
あ
る
が
、
縁
の
下
で
は
な
く
足
下

に
配
し
、
ま
た
二
階
か
ら
覗
く
お
軽
を
神
棚
に
あ
る
お
多
福
の
面
に
置
き
換
え
る
こ
と

で
、建
物
の
上
下
と
い
う
や
や
大
掛
か
り
な
装
置
か
ら
、部
屋
の
中
に
構
図
を
展
開
さ
せ
、

よ
り
原
作
か
ら
の
落
差
を
大
き
く
し
て
い
る
。「
絵
兄
弟
忠
臣
蔵　

七
段
目
」
も
恋
文
を

読
む
娘
と
猫
を
利
用
し
た
見
立
絵
で
あ
る
〔
図
21
〕。
人
間
と
猫
の
上
下
関
係
を
利
用
し

て
、
僅
か
な
空
間
で
七
段
目
の
見
立
て
を
成
立
さ
せ
る
こ
の
構
図
は
、『
夜
光
玉
』
以
降
、
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図 16　豊国〈3〉画「忠臣蔵絵兄弟　五段目」
（早稲田演劇博物館、100-1651）

図 15　国貞画「絵兄弟忠臣蔵　五段目」
（早稲田演劇博物館、002-1494）

図14　歌麿画「高名美人見たて忠臣蔵十二
　　　枚つゞき　五だんめ　難波屋」
（フィッツウィリアム美術館蔵、FIT71356）

図 17
景筆作・国貞画『仮名

手本夜光玉』上巻三ウ四オ
（立命館大学 ARC蔵、arcBKE2-0004）

図 18
国直画「新板　浮絵　忠臣蔵十一段目」

              （赤穂市立歴史博物館蔵）
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図 20　景筆作・国貞画『仮名
手本夜光玉』中巻七ウ八オ	 （立命館大学ARC蔵、arcBKE2-0004）

図
19　

湖
龍
斎
画
［
仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

七
段
目
］	

（
赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
蔵
）

図 22　国芳画「見立てうちん蔵　七段目」
（立命館大学ARC蔵、arcUP0553）

図 21　国貞画「絵兄弟忠臣蔵　七段目」
（立命館大学ARC蔵、arcUP2816）
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「
忠
臣
蔵
も
の
」の
艶
本

国
芳
の
「
見
立
て
う
ち
ん
蔵　

七
段
目
」
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る〔
図
22
〕。

　

国
貞
、
国
芳
が
見
立
て
の
手
法
で
「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本
を
描
き
、
同
様
の
手
法

で
浮
世
絵
も
制
作
し
て
い
る
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
に
重
な
る
描
写
が
あ
る
こ
と
は

当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
艶
本
が
浮
世
絵
の
影
響
を
受
け
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
艶

本
の
表
現
が
後
の
浮
世
絵
作
品
に
少
な
か
ら
ず
反
映
さ
れ
て
い
る
点
は
、
注
目
す
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

    

６　

 

文
政
期
の
艶
本
出
版

　

最
後
に
、
他
の
「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本
と
は
趣
向
を
異
に
す
る
こ
の
二
書
が
制
作

さ
れ
た
文
政
期
の
艶
本
業
界
の
動
向
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。文
政
五（
一
八
二
二
）

年
に
刊
行
さ
れ
た
初
代
豊
国
画
『
逢お
う
よ夜
雁が
り

之の

声こ
え

』
以
降
、歌
川
派
が
艶
本
の
制
作
を
次
々

と
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
北
斎
や
英
泉
が
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
た
艶

本
界
は
こ
れ
に
よ
っ
て
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
よ
く
引
か
れ
る
例
で
あ

る
が
、『
祝言

色い
ろ
な
お
し

女
男
思
』（
歌
川
国
虎
画
、
文
政
八
年［
一
八
二
五
］刊
）
で
、
艶
本
作
者
が

貸
本
屋
の
口
を
借
り
て
当
時
の
艶
本
の
制
作
事
情
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
（
（（
（

。

イ
ヤ
モ
ウ
た
ゝ
い
ま
申
ま
す
と
を
り
当と
ふ
じ時
の
わ
印
は
一
ト
通と
を

り
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

殊こ
と

の
外ほ
か

む
つ
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
な
に
が
よ
ほ
ど
う
が
ち
が
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
じ
ゆ
ん
じ
て
か
き
入
ま
て
至し
こ
く極
ク
ド
ク
な
り
ま
し
た
。（
中
略
）
イ

エ
サ
今
で
は
御
見け
ん
ぶ
つ物
さ
ま
の
ほ
ふ
が
御
め
が
こ
ん
て
入
っ
し
や
る
か
ら
。
大
て
い

な
事
で
は
け
し
て
お
よ
ろ
こ
び
遊
し
ま
せ
ん
。
ま
へ
は
た
ゞ
人じ
ん
ぶ
つ物
二
人
に
少
し
か

き
入
れ
が
御
座
り
ま
す
れ
ば
そ
れ
で
す
み
ま
し
た
も
の
で
。

　

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
る
通
り
、『
色
女
男
思
』
は
目
が
肥
え
た
読
者
を
意
識
し
て
趣
向

を
凝
ら
し
て
い
る
。
各
図
毎
に
一
つ
の
謡
曲
に
材
を
と
り
、
画
面
上
部
の
枠
に
そ
の
謡

曲
を
象
徴
す
る
言
葉
を
添
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
当
世
風
の
男
女
の
色
恋
を
描
い
て
い

る
。
図
23
は「
海
士
」の
題
に
、

「
そ
の
ひ
ま
に
宝
珠
を
ぬ
す
み

と
つ
て
」
の
章
句
が
並
べ
ら

れ
、
遊
女
と
男
が
描
か
れ
て

い
る
。
本
書
の
書
入
れ
は
人

物
の
周
り
を
埋
め
尽
く
す
程

多
量
の
も
の
で
あ
り
、
図
の

理
解
を
促
し
て
い
る
。
書
入

を
読
む
と
、
こ
の
遊
女
は
他

の
遊
女
の
馴
染
み
客
と
人
目

を
忍
ん
で
逢
瀬
を
重
ね
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
さ
に

「
宝
珠
を
ぬ
す
み
と
」
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
当
時
に
は
、
艶
本
は
絵
だ
け
で
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
絵
が

主
体
で
あ
っ
た
表
現
か
ら
、
絵
の
内
容
を
書
入
れ
が
補
う
こ
と
で
作
者
の
凝
ら
し
た
趣

向
を
楽
し
む
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
「
読
む
」
艶
本
で
あ
る
『
夜
光
玉
』
と
『
口
吸
心
久
莖
』
が
制
作
さ
れ
た
。

　

ま
た
艶
本
表
現
の
変
化
の
一
要
因
と
し
て
艶
本
作
者
の
登
場
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
増
補

浮
世
絵
類
考
』（
斎
藤
月
岑
、
弘
化
元
年［
一
八
四
四
］）の
初
代
豊
国
の
項
に
は
（
（（
（

后
年
迄
春
画
は
不
画
し
か　

没
後
二
三
年
前
よ
り
数
部
を
画
り　

多
く
松
寿
楼
永

年
の
作
な
り　

永
年
は
二
代
の
焉
馬
な
り

と
い
う
記
事
が
載
る
。
初
代
豊
国
が
焉
馬
と
組
ん
で
艶
本
を
刊
行
し
て
以
来
、
歌
川
派

の
多
く
の
絵
師
は
艶
本
作
者
と
共
同
制
作
を
行
っ
て
お
り
、『
夜
光
玉
』
に
は
悪
疾
兵
衛

景
筆
と
い
う
作
者
が
存
在
す
る
。
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
艶
本
が
絵
師

の
自
画
作
で
あ
っ
た
。
絵
が
主
体
で
あ
れ
ば
、
絵
師
一
人
の
力
で
十
分
可
能
な
作
業
で

図 23  国虎画『祝
言色女男思』地巻六ウ七オ

（国際日本文化研究センター蔵）
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あ
っ
た
が
、
絵
の
理
解
を
書
入
れ
で
補
う
よ
う
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品
が
請
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
艶
本
作
者
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
（
（（
（

。『
口
吸
心
久
莖
』
は
国
芳
の
自
画

作
だ
が
、
見
立
て
の
内
容
か
ら
言
え
ば
『
夜
光
玉
』
よ
り
完
成
度
が
低
い
観
が
否
め
な

い
の
は
、
作
者
の
存
在
の
有
無
が
一
つ
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

艶
本
に
凝
っ
た
「
う
が
ち
」
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
文
政
期
に
は
、
国
貞
が
二

世
烏
亭
焉
馬
な
ど
の
作
者
と
組
ん
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
艶
本
を
制
作
し
て
い
る
。
次
に

挙
げ
る
の
は
、焉
馬
・
国
貞
の
初
期
の
艶
本
作
品
で
あ
る『
宝
合
』（
文
政
九
年［
一
八
二
六
］

頃
）の
序
文
で
あ
る
（
（（
（

。

五
ツ
目
の
弱や
さ
お
と
こ男（
※
稿
者
注　

国
貞
を
指
す
）
欣き
ん
ぜ
ん然
と
し
て
示し
め
して
曰い
は
く、
善よ
い
か
な哉

く／
＼

君
と
我わ
れ

、
画ぐ
は
こ
う工
と
作さ
く
し
や者
の
腹は
ら

の
内
、
同ひ
と
つ
あ
な穴
の
む
じ
な
な
れ
ど
も
、
先さ
き

の
百
鬼
に

怪ば
け
も
の異ゝ
穴
を
う
が
た
れ
楽が

く
や屋

を
探さ
が

さ
れ
、
今
は
趣し
ゅ
こ
う向
に
迷ま
ひ（
マ
マ
）
の
者

	

（
※
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
）

　

こ
の
記
述
か
ら
も
、
当
時
の
艶
本
制
作
者
た
ち
が
、
次
々
と
新
し
い
趣
向
を
取
り
入

れ
て
作
品
を
制
作
し
な
が
ら
、
次
の
作
品
の
構
想
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
様
子
が
確
認

で
き
る
。
文
中
に
あ
る
「
百
鬼
」
が
指
す
『
百
鬼
夜
行
』（
文
政
八
年
刊
、国
貞
画
）
は
、

遊
女
や
地
女
の
性
を
化
物
に
喩
え
た
作
品
で
あ
る
。
本
書
は
国
貞
の
艶
本
初
作
で
あ
る

が
、
巻
末
に
は
男
性
器
、
女
性
器
を
化
物
に
見
立
て
た
絵
を
描
き
、
各
巻
に
仕
掛
絵
を

施
す
制
作
姿
勢
に
、
男
女
の
性
行
為
の
み
を
描
く
艶
本
を
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
意
識

が
伺
え
る
。

　

同
じ
く
文
中
の
「
楽
屋
」
が
指
す
『
艶
本
恋
の
楽が
く

や
』（
国
貞
画
、文
政
九
年
頃
刊
）
は
、

役
者
の
似
顔
を
使
用
し
た
艶
本
で
、『
百
鬼
夜
行
』
以
上
の
大
が
か
り
な
仕
掛
絵
を
展
開

し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
焉
馬
・
国
貞
は
、
様
々
な
作
品
で
一
般
的
な
男
女
の
性
交
図

の
合
間
に
化
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
絵
や
、
心
中
後
の
死
体
や
「
よ
い
よ
い
」
を
描
く

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
艶
本
と
は
異
な
る
趣
向
で
目
の
肥
え
て
い
た
読
者
を
満
足
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
艶
本
制
作
者
達
の
苦
心
は
、
そ
う
い
っ
た
絵
面
の
新
し
さ
や

造
本
の
工
夫
だ
け
で
な
く
、
役
者
の
実
生
活
の
醜
聞
を
題
材
に
し
た
艶
本
を
生
み
出
し

た
。
役
者
の
似
顔
を
利
用
し
た
艶
本
は
文
政
期
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
役
者
自

身
の
性
的
な
情
報
を
盛
り
込
む
内
容
は
こ
の
時
期
の
艶
本
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
作
品
群
は
、
制
作
者
達
が
常
に
新
し
い
「
趣
向
」・「
う
が
ち
」
を
求
め

る
読
者
に
応
え
よ
う
と
様
々
な
手
を
尽
く
し
た
結
果
と
い
え
る
。
こ
う
い
っ
た
背
景
か

ら
従
来
の
「
忠
臣
蔵
も
の
」
と
は
異
な
る
趣
向
の
艶
本
が
生
ま
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
艶
本
は
、
艶
本
の
主
な
目
的
で
あ
る
「
性

的
興
奮
を
促
す
」
と
い
う
点
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
艶
本
の
役
割

に
つ
い
て
は
、
火
除
け
や
夫
婦
和
合
を
祝
う
嫁
入
道
具
と
い
っ
た
点
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、

本
来
は
艶
本
作
者
達
が
そ
の
作
品
の
中
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
読
者
に
性
的
情
感
を

与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

曲
取
主
人（
花
笠
文
京
）は『
恋
の
や
つ
ふ
じ
』（
国
貞
画
、天
保
八
年
頃
刊
）の
序
文
に
、

春あ
だ
ご
こ
ろ
心
の
発お
こ
らぬ
や
う
に
つ
ゞ
り
て
は
好こ
う
し士
の
覧ら
ん

に
呈て
い

す
る
由よ
し

な
し

と
書
き
（
（（
（

、
嬌
訓
亭
主
人
（
為
永
春
水
）
は
『
春し
ゅ
ん
し
ょ
く
は
つ
ね
の
う
め

色
初
音
之
六
女
』（
国
貞
画
、
天
保
十
三

年［
一
八
四
二
］刊
）の
序
文
に

口く
ち

に
酢す

の
た
ま
り
か
ね
た
る
春あ
だ
ご
こ
ろ心を
発お
こ

す
も
気き
う
つ鬱
の
補お
ぎ
なひ
に
て
古こ
こ
ん
し
ゆ
ん
ぐ
わ

今
春
画
の
功
こ
う
と
く

徳

と
賞し
よ
うせ
り

と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

こ
れ
ら
制
作
者
側
の
言
葉
か
ら
は
、
艶
本
表
現
が
読
者
に
与
え
る
効
果
へ
の
意
識
や

「
春
心
」
を
引
き
出
す
表
現
へ
の
自
負
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、『
夜
光
玉
』
と
『
口

吸
心
久
莖
』
に
は
「
春
心
を
発
す
」
に
は
明
ら
か
に
ほ
ど
遠
い
図
が
数
図
含
ま
れ
て
い

る
。
図
24
は
『
夜
光
玉
』
の
六
段
に
描
か
れ
た
生
々
し
い
出
産
シ
ー
ン
で
あ
る
。
い
き

む
妊
婦
か
ら
、
今
ま
さ
に
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
下
に
敷
か
れ
た
布
は

分
娩
の
た
め
血
だ
ら
け
で
あ
り
、
赤
ん
坊
を
取
り
上
げ
る
の
は
皺
だ
ら
け
の
老
婆
で
あ

る
。
こ
の
図
と
「
春
心
」
を
結
ぶ
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
人
間
の
生
命
に
関
わ
る

非
日
常
的
な
場
面
を
描
く
こ
と
は
、
そ
れ
と
同
等
の
、
或
い
は
そ
れ
を
上
回
る
感
覚
を

提
供
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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ま
た
、
全
く
艶
色
味
を
含
ま
な
い
図
も
描
か
れ
る
。『
口
吸
心
久
莖
』
の
四
段
目
は
、

城
渡
し
の
場
に
擬
え
た
と
思
わ
れ
る
図
で
あ
り
〔
図
25
〕、「
馬
生
」
や
「
市
山
七
」、「
き

く
千
」
と
い
っ
た
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
が
誰
を
指
し
た
見
立
て
に
な
っ

て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
難
し
い
。
本
書
の
各
図
に
関
し
て
は
林
美
一
氏
の

解
釈
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
が
、
本
図
へ
の
明
確
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
時

の
江
戸
風
俗
に
関
す
る
深
い
知
識
が
な
い
限
り
解
読
は
困
難
で
あ
る
（
（（
（

。
本
書
の
場
合
、

全
く
性
的
描
写
が
見
ら
れ
な
い
図
が
全
十
一
段
の
内
四
図
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
面

の
主
眼
は
、
国
芳
の
施
し
た
見
立
て
を
解
く
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。『
夜
光

玉
』、『
口
吸
心
久
莖
』
の
描
写
は
、
艶
本
と
い
う
表
現
が
た
だ
単
に
性
的
目
的
の
た
め

に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
春
心
を
発
す
こ
と
と
は
異
な
る
刺
激
の
提
供
や
謎
解
き
の

楽
し
み
を
読
者
に
与
え
て
い
た
こ
と
の
証
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
同
じ
国
芳
で
も
安
政
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
仇あ
だ

枕ま
く
ら

忠
臣
蔵
』
は
作
品
に
対
す

る
意
欲
が
異
な
る
。
跋
に
は
「
然
ど
も
聊
い
さ
さ
か

趣
向
は
か
ら
ず
、
夫
御の
り
か
た法
に
工し
だ
ひ拙
あ
り
」
と

あ
る
が
（
（（
（

、い
ず
れ
の
段
も
類
型
の
枠
を
出
ず
、他
作
品
か
ら
の
構
図
の
流
用
も
み
ら
れ
る
。

天
保
の
改
革
後
と
い
っ
た
社
会
情
勢
や
絵
師
の
年
齢
な
ど
の
変
化
が
あ
る
た
め
簡
単
に

比
較
は
出
来
な
い
が
、『
夜
光
玉
』、『
口
吸
心
久
莖
』
以
降
の
艶
本
と
し
て
見
る
べ
き
と

こ
ろ
の
少
な
い
作
品
で
あ
る
。

　

文
政
期
以
降
も
「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本
は
制
作
さ
れ
る
が
、
両
書
の
よ
う
に
趣
向

を
凝
ら
し
た
作
品
は
制
作
さ
れ
な
か
っ
た
。
表
現
は
再
び
類
型
的
な
も
の
に
な
り
、
新

し
い
手
法
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。『
夜
光
玉
』、『
口
吸
心
久
莖
』
の
表
現
は
、
以

降
の
作
品
と
比
較
し
て
も
突
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
改
め
て
そ
の
独

自
性
を
評
価
す
べ
き
作
品
と
い
え
る
。

    

　
　
　
お
わ
り
に

　

以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本
は
、
歌
舞

伎
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
を
契
機
と
し
て
、
様
々
な
作
品
が
制
作
さ

れ
た
。
し
か
し
、「
忠
臣
蔵
」
の
興
行
に
直
接
影
響
を
受
け
て
い
る

の
は
、『
結
の
神
仮
名
手
本
執
心
蔵
』
と
定
九
郎
演
出
を
取
り
入
れ

た
作
品
の
み
で
あ
り
、
黄
表
紙
の
手
法
を
用
い
た
『
会
本
寝
夜
伽
』

や
、浮
世
絵
の
表
現
を
利
用
し
た
『
夜
光
玉
』、『
口
吸
心
久
莖
』
な
ど
、

多
く
の
「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
艶
本
は
、
歌
舞
伎
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
分
野
の
流
行
や
当
り
を
取
り
込
ん
だ
趣
向
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
艶
本
は
、
単
に
男
女
の
性
的
描
写
を
羅
列
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

趣
向
の
凝
っ
た
表
現
に
も
眼
目
を
置
い
て
い
た
。
特
に
、
文
政
期
以

図 24  景筆作・国貞画『仮名
手本夜光玉』中巻五ウ六オ

（立命館大学ARC蔵、arcBKE2-0004）

図 25  国芳作・画『口吸心久莖後編』上巻五ウ六オ
（『定本・浮世絵春画名品集成⑯国芳【口吸心久莖後編】』所収）

	
	

「
忠
臣
蔵
も
の
」の
艶
本



	
A

RT RESEA
RC

H  v
o

l.11

35

降
の
艶
本
作
者
た
ち
に
は
、「
う
が
ち
」
の
あ
る
作
品
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
制
作
意
識
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
艶
本
の
表
現
は
見
る
だ
け
で
な
く
読
み
解
く
楽
し

さ
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
で
『
夜
光
玉
』、『
口
吸
心
久
莖
』
は
制
作
さ
れ
、「
大

売
大
繁
昌
」
と
大
い
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
作
者
、
絵
師
は
作
品
の
要
で
あ
る
見
立
て

を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、
各
段
の
二
図
構
成
や
書
入
れ
の
増
加
、
浄
瑠
理
本
文
の
取
り

込
み
を
行
っ
た
。
艶
本
絵
師
で
あ
り
同
時
に
浮
世
絵
師
で
あ
る
画
者
は
、
浮
世
絵
に
お

い
て
用
い
た
見
立
て
の
手
法
を
艶
本
に
応
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
艶
本
で
用
い
た
表
現

を
浮
世
絵
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
艶
本
が
「
見
る
」
艶
本
で
あ
る
な
ら
ば
、

こ
の
二
書
は
ま
さ
に
「
読
む
」
艶
本
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
二
書
は
、
新
し
い
艶

本
表
現
を
生
み
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
作
者
・
絵
師
の
創
作
工
夫
の
産
物
で
あ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

〔
注
釈
〕

（
１
）
林
美
一
「
当
り
狂
言
艶
本
唯
一
の
上
方
本
、『
読
切
好
色
居
続
越
乗
詰
合
肌
』
の
男
色
趣
味
」

（『
か
み
が
た
恋
修
行
』
一
九
七
四
年
、
有
光
書
房
）

（
２
）
林
美
一
『
江
戸
枕
絵
師
集
成　

歌
川
国
貞
』（
一
九
八
九
年
、
河
出
書
房
新
社
）

（
３
）
林
美
一
「
秘
版
鑑
賞
艶
色
仇
枕
忠
臣
蔵
」（「
季
刊
浮
世
絵
」
63
号
、
一
九
七
五
年
）

（
４
）
林
美
一
「
秘
画
絵
本
『
忠
臣
蔵
』」（「
季
刊
浮
世
絵
」
23
号
、
一
九
六
五
年
）、
お
よ
び
前
掲

論
文
（
３
）。

（
５
）
渋
井
清
『
ウ
キ
ヨ
エ
内
史
』
第
二
輯
（
一
九
九
三
年
、大
鳳
閣
書
房
）、本
文 

11
頁
、写
真
６
頁
。

（
６
）
渋
井
清
『
元
禄
古
版
画
集
英
』
一
輯
附
録
『
好
色
浮
世
絵
版
画
目
録　

第
一
回
増
補
訂
正
』

（
一
九
七
六
年
、
古
版
画
研
究
会
）
に
は
「
儀
平
ハ
市
川
狐
」
の
書
名
で
立
稿
。

（
７
）『
艶
美
集
』（
一
九
八
五
年
、
林
美
一
解
題
・
影
印
）

（
８
）
な
お
題
簽
に
は
副
題
が
記
さ
れ
て
い
る
が
写
真
が
鮮
明
で
な
い
た
め
判
読
が
難
し
い
状
態
で

あ
る
。

（
９
）
な
お
、林
美
一
氏
は
、「
お
と
は
や
」
が
初
代
尾
上
菊
五
郎
で
あ
る
と
考
証
し
て
い
る
が
（「
江

戸
春
秋
」
９
号
、
一
九
七
八
年
）、
菊
五
郎
が
定
九
郎
を
演
じ
た
記
録
は
残
っ
て
お
ら
ず
、

本
書
刊
行
前
に
定
九
郎
を
演
じ
て
い
る
尾
上
松
助
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

（
10
）
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
本
に
拠
る
。

（
11
）
水
田
か
や
乃
「
初
世
中
村
仲
蔵
に
よ
る
定
九
郎
演
出
の
定
着
に
つ
い
て
」（「
演
劇
学
」
26
号
、

一
九
八
五
年
三
月
）

（
12
）
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
本
に
拠
る
。

（
13
）『
近
世
芸
道
論
』
日
本
思
想
大
系
61
（
一
九
七
二
年
、
岩
波
書
店
）

（
14
）『
随
筆
文
学
選
集
』
一
（
一
九
二
七
年
、
書
齋
社
）

（
15
）
本
書
は
こ
れ
ま
で
林
美
一
氏
に
よ
っ
て
「
逸
題
艶
本
」
と
し
て
第
一
図
目
半
丁
欠
の
ま
ま
挿

絵
部
分
の
み
紹
介
さ
れ
て
き
た
艶
本
で
あ
る
が
（
前
掲
論
文〔
３
〕）、
今
回
日
本
浮
世
絵
博

物
館
の
所
蔵
品
の
中
に
題
簽
及
び
序
文
の
備
わ
っ
て
い
る
『
会
本
寝
夜
伽
』
Ａ
本
を
発
見
し

た
。
本
書
の
書
名
は
Ａ
本
の
題
簽
に
よ
る
。
ま
た
、
本
文
の
備
わ
っ
て
い
る
Ｂ
本
、
序
文
の

備
わ
っ
て
い
る
Ｃ
本
も
披
見
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
Ｂ
本
に
は
「
春
色
い
ろ
は
文
庫
」
と
墨

書
さ
れ
た
題
簽
が
あ
り
、Ｃ
本
表
紙
に
は
題
簽
が
貼
ら
れ
て
あ
る
が
書
名
の
書
込
み
は
な
い
。

林
氏
に
よ
れ
ば
、
出
版
年
は
安
永
末
～
天
明
初
頃
、
絵
師
は
北
尾
政
美
ヵ
と
さ
れ
て
い
る
。

浮
世
絵
博
物
館
所
蔵
Ｂ
本
の
表
紙
見
返
し
に
は
「
春
章
画
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず

れ
も
確
定
す
る
に
は
判
断
材
料
が
乏
し
い
。
ま
た
、白
倉
敬
彦
氏
は
『
絵
入
春
画
艶
本
目
録
』

で
「
禿
菊
」
と
し
て
本
書
を
立
項
し
、
北
尾
政
美
作
・
画
、
天
明
八
年
頃
刊
と
し
て
い
る
が
、

作
者
や
刊
年
の
根
拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
16
）
朝
倉
無
声
『
日
本
小
説
年
表
』（
一
九
〇
六
年
、
金
尾
文
淵
堂
）

（
17
）
本
文
は
『
古
典
文
庫　

黄
表
紙
集
二
』（
一
九
七
三
年
、
古
典
文
庫
）に
拠
る
。

（
18
）『
夜
光
玉
』
の
画
中
に
次
の
よ
う
な
春
画
尽
し
の
誉
詞
が
あ
る
。

       

東
西

く
巻
中
お
じ
や
ま
を
か
へ
り
三
升
の
ひ
ゐ
き
連
巴
仁
も
あ
の
世
の
か
ず
に
入
り

は
す
の
う
て
な
の
は
な
道
か
ら
し
ん
板
春
画
の
ほ
め
こ
と
ば
四
季
の
な
が
め
も
歌
川

の
な
が
れ
よ
ど
ま
ぬ
水
滸
伝
月
雪
花
の
三
国
志
富
士
の
高
根
の
雁
の
声
名
を
も
雲
井

に
仮
名
手
本
二
ツ
巴
の
大
ひ
や
う
ば
ん
き
せ
ん
く
ん
じ
ゆ
の
人
の
山
せ
う
ら
ん
あ
れ

と
ホ
ゝ
う
や
ま
つ
て
申
す

		


（
※
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
）

　
　

 
林
氏
の『
江
戸
枕
絵
師
集
成　

歌
川
国
貞
』（
前
掲
書〔
2
〕）に
拠
れ
ば
、
こ
の
中
に
盛
り
込

ま
れ
た
艶
本
の
書
名
の
内
最
も
遅
い
刊
行
と
さ
れ
る
の
が
「
三
国
志
」
が
指
す
『
三
国
女
夫
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意
志
』(

悪
疾
兵
衛
景
筆
作
・
国
貞
画
、
文
政
十
一
年
刊
ヵ
）
で
あ
り
、
本
書
は
こ
れ
と
同

年
の
刊
行
で
あ
ろ
う
と
推
考
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
誉
詞
に
読
み
込
ま
れ
て
い
る
艶
本
は
全
て

歌
川
派
の
作
品
で
あ
る
が
、国
貞
に
は
他
に
『
風
俗
三
国
志
』
と
い
う
書
名
の
艶
本
が
あ
り
、

誉
詞
に
あ
る
「
三
国
志
」
は
本
書
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、『
風

俗
三
国
志
』
に
刊
記
は
な
く
成
立
年
は
不
明
で
あ
り
、『
夜
光
玉
』
の
後
編
と
さ
れ
る
『
口

吸
心
久
莖
』
が
文
政
十
二
年
刊
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
文
政
十
一
年
前
後
の
刊
行
と
推

定
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、『
口
吸
心
久
莖
』の
刊
年
は
、
序
末
の
「
丑

の
と
し
発
」
に
拠
る
。

（
19
）
本
文
は
林
美
一
『
艶
本
研
究　

国
芳
』（
一
九
六
四
年
、
有
光
書
房
）に
拠
る
。

（
20
）『
春
夏
秋
冬

四
季
の
詠
』（
焉
馬
門
人
初
花
咲
女
作
・
国
貞
画
、
文
政
十
二
年
刊
）を
指
す
。

（
21
）
林
氏
は
『
江
戸
枕
絵
師
集
成　

歌
川
国
貞
』
に
お
い
て
こ
こ
で
の
「
忠
臣
蔵
」
は
『
夜
光
玉
』

で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

（
22
）
浄
瑠
璃
本
文
は
『
新
潮
日
本
古
典
集
成　

浄
瑠
璃
集
』（
一
九
八
五
年
、
新
潮
社
）に
拠
る
。

（
23
）
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
蔵
本
に
拠
る
。

（
24
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
館
蔵
本
に
拠
る
。
な
お
、
引
用
部
分
に
は
読
解
の
便
の

た
め
濁
点
・
句
読
点
を
加
え
た
。

（
25
）
板
坂
元
・
棚
町
和
弥
「
月
岑
稿
本
増
補
浮
世
絵
類
考
Ⅱ
」（「
近
世
文
芸
資
料
と
考
証
」
３
号
、

一
九
六
四
年
二
月
）

（
26
）
艶
本
の
制
作
過
程
に
お
い
て
作
者
が
絵
の
構
図
や
趣
向
に
ど
こ
ま
で
関
わ
っ
て
い
た
か
は
未

だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。

（
27
）
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
林
美
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
本
に
拠
る
。
な
お
、

引
用
部
分
に
は
読
解
の
便
の
た
め
濁
点
・
句
読
点
を
加
え
た
。

（
28
）『
定
本
・
浮
世
絵
春
画
名
品
集
成
⑥
国
貞【
恋
の
や
つ
ふ
ぢ
】』（
一
九
九
六
年
、河
出
書
房
新
社
）

に
拠
る
。

（
29
）『
定
本
・
浮
世
絵
春
画
名
品
集
成
⑧
国
貞
【
春
色
初
音
之
六
女
】』（
一
九
九
八
年
、
河
出
書

房
新
社
）
に
拠
る
。

（
30
）『
定
本
・
浮
世
絵
春
画
名
品
集
成
⑯
国
芳
【
口
吸
心
久
莖
後
編
】』（
一
九
九
七
年
、
河
出
書

房
新
社
）。「
原
典
で
は
、
判
官
切
腹
の
場
で
盛
り
あ
が
り
、
そ
の
後
、
城
明
け
渡
し
の
場
面

と
な
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
と
一
見
無
関
係
に
み
え
る
が
、
あ
る
い
は
城
明
け
渡
し
に
関
し
、

家
来
一
同
が
舞
台
花
道
を
往
き
来
す
る
芝
居
の
場
面
か
ら
の
見
立
て
で
あ
ろ
う
か
。」

（
31
）　

前
掲
書（
19
）に
同
じ
。

［
付
記
］

本
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
十
月Research Sem

inar in East A
sian A

rt and A
rchaeology 

D
epartm

ent of A
rt and A

rchaeology SO
A

S

（
於SO

A
S, U

niversity of London

）
に
お

け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
文
部
科
学
省
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム「
日

本
文
化
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
拠
点
」（
立
命
館
大
学
）
お
よ
び
日
本
学
術
振
興
会
若

手
研
究
者
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｉ
Ｔ
Ｐ
）、
イ
ギ
リ
ス
・
リ

バ
ー
ヒ
ュ
ー
ム
財
団
（T

he Leverhulm
e T

rust

）
の
助
成
金
に
よ
る
春
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研

究
活
動
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
資
料
の
閲
覧
・
掲
載
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
各
所
蔵
機
関
、
所
蔵
家

の
諸
氏
に
末
筆
な
が
ら
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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